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　2 年前、60 才になったとき、改めて自分の年齢やこれか
らの人生について考えるようになりました。職場のメンバー
がこっそり「還暦を祝う会」を企画してくれたのですが、そ
れが自分の還暦祝いだと全然気づかずに、約束のレストラン
に行く時間に遅れてしまったことが直接のきっかけです。タ
クシーの中から「遅れそうだから先にはじめておいてね」と
電話で伝え、会場に到着すると「本当に、自分の還暦祝だと
気づいてなかったんですね」と大笑いされてしまいました。
なぜこんな失敗をしたのか…と反省した結果分かったのは、
わたしは、意識のどこかで 60 才になっていなかったな、と
いうことでした。現実には、すぐ腰が痛くなったり、朝早く
に目が覚めるようになったりと、明らかに年相応に身体は変
化していますが、ふだんは 50 才くらいの感覚で暮していま
す。実年齢と心の年齢が一致していないのです。
　それまで、気持ちが若いことはいいことだ、と単純に考え
ていましたが、還暦のときの失敗を機に方針転換することに
しました。70 才、80 才、90 才…になったときの自分を想
定し、“機嫌よく楽しく自分らしく生きる”をめざして、今
準備できることは何でもやってみる。この方針に沿って、始
めようと考えたのがケア技術の習得です。
　先日、東京で開催された「ユマニチュード」というケア技
術の講習会に行ってきました。ユマニチュードは、「最後ま
で人が人間らしく生きることをサポートするケア」として
35 年ほど前にフランスで開発され、重度の認知症の人たち
のケアに劇的な効果がある技術ということで、日本でも最近、
注目されています。4 月におこなわれた、ひと・健康・未来
研究財団の須賀川市での市民公開講座でも「優しさを伝える
ケア技術：ユマニチュード」という演題で、この技法の日本
での普及に取り組んでいる東京医療センターの盛真知子看護
師、本田美和子医師が講演し、大変大きな反響がありました。
　私が参加した講習会では、来日中だったユマニチュードの
創設者イヴ　ジネスト氏から、直接ユマニチュード技法の基
本である「見る」「話す」「触れる」「立つ」のスキルの一端
を伝授してもらうという得がたい経験をしました。
　実技演習では、ふたりずつペアになって、ケアを受ける側

とケアする側になり「目を見る」「言葉をかける」「触れる」「立
つ」のひとつひとつを体験します。この４つは、ケアの基本
中の基本なのですが、実際に体験してみると、プロの技と初
心者の違いは歴然なのです。たとえば、「目を見る」。ジネス
トさんから目を見つめられると、本当に「心が伝わった！」
と感じられるのですが、受講生同士でふつうに目を見合って
も、「目を見られているな」とは感じるものの「心が伝わる」
という感じはしません。「触れる」も同じで、ジネストさん
の「触れる」は、身体に感じられる「心地良さ」や「いたわ
られ感」の質が全然違うのです。他者と心を通わせるユマニ
チュードのスキルをきちんと習得するには練習が必要です
が、練習すれば誰もが身につけることができるスキルである
ことも分かりました。ユマニチュードの大きな魅力はこの点
で、次の講習も楽しみにしています。
　私たちは、誰もが毎日、少しずつ“自分の高齢期”に向かっ
て歩んでいます。長寿の国である日本がこれからめざすの
は、高齢期を迎えた人達やその家族が、「いい人生だったな」
と振り返ることができるような社会ではないかと思っていま
す。高齢期を迎えたときに役立つ知識や知恵を学び、身に着
けておくことは、高齢化社会に生きる私たちひとりひとりに
必要な、生涯学習なのかもしれません。
　「ひと・健康・未来研究財団」では、身体や心の健康に関
連するさまざまな分野の基礎研究を支援する事業とともに、
ユマニチュードをはじめとして暮らしに役立つ知識や最新の
科学的成果を分かりやすく伝える公開事業にも力を入れてい
ます。当財団の活動が皆さまの健康や心豊かな生活の実現に
役立つよう、これからも力を尽くして参りたいと思います。

財団からのご挨拶

公益財団法人 ひと・健康・未来研究財団

京都大学こころの未来研究センター教授・センター長
専門：認知心理学、認知科学
1954 年北海道生まれ　博士（教育学）
京都大学大学院教育学研究科博士課程認定退学。追手門学院
大学文学部助手、同講師、同助教授、京都大学教育学部助教
授、同教授を経て 2007 年 4 月より現職（現在 5 期目）。顔・
表情認識の実証研究を通じて他者の心の理解や対人コミュニ
ケーションの基本的特徴を明らかにすることが研究課題。最
近は脳科学からチベット仏教までカバーするこころの学際研
究組織の運営に力を注ぐ。編著書に「よく分かる認知科学」

（2010 年、ミネルヴァ書房）、「こころ学への挑戦」（2016 年、
創元社）、分担執筆「ココロの謎・kokoro の未来」（2009 年、
京都大学出版会）など。
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� 子どもが希望を�
取り戻すためには�

大人社会のあり方が�
変わること ?!

� ─ 21 世紀の子どもの現状と未来を考える─

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
社
会
的
養
護
及
び

司
法
臨
床
と
い
う
現
場
に
焦
点
を
当
て
、

二
十
一
世
紀
の
子
ど
も
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
ま

す
。社

会
的
養
護
と
は
、
家
族
に
恵
ま
れ
な
い
子

ど
も
が
、
乳
児
院
や
児
童
養
護
施
設
な
ど

の
施
設
で
対
応
さ
れ
る
場
合
、
里
親
や
養
子
縁
組

な
ど
の
家
庭
で
対
応
さ
れ
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
中

間
型
と
し
て
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
で
対
応
さ

れ
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
総
称
で
す
。

司
法
臨
床
と
は
、
家
庭
裁
判
所
の
少
年
審
判

や
家
事
審
判
の
事
例
に
対
し
て
家
裁
調
査

官
が
子
ど
も
と
家
族
の
再
生
に
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

す
る
領
域
で
す
。

こ
れ
ら
の
領
域
に
お
け
る
子
ど
も
や
家
族
の

問
題
群
は
、子
ど
も
の
貧
困
、虐
待
、非
行
・

犯
罪
等
が
中
核
を
構
成
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
問
題
群
は
、
希
薄
化
さ
れ
た
形
式
で
日
本
社

会
全
体
に
拡
散
し
て
い
ま
す
。
ま
た
子
ど
も
が
希

望
を
持
て
な
い
背
景
に
は
、
大
人
社
会
の
あ
り
方

が
反
映
し
て
い
ま
す
。
忙
し
す
ぎ
る
大
人
社
会
が

子
ど
も
と
向
き
合
う
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
ま
す
。

大
人
た
ち
は
生
産
的
・
課
題
達
成
型
の
価
値

観
を
重
視
し
、
そ
れ
を
内
面
化
し
て
い

ま
す
。
大
人
の
生
き
方
は
、
子
ど
も
に
反
映
さ
れ

ま
す
。
子
ど
も
の
生
き
づ
ら
さ
は
、
大
人
の
生
き

づ
ら
さ
の
裏
返
し
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の

よ
う
な
社
会
状
況
を
敏
感
に
感
じ
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
子
ど
も
や
家
族
を
め
ぐ
る
問
題
群
が
日
本

社
会
の
氷
山
の
一
角
で
は
な
く
、
予
備
軍
と
し
て

は
よ
り
裾
野
の
広
い
問
題
群
と
し
て
構
成
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
意
識
に
立
っ

て
い
ま
す
。

更
に
、
子
ど
も
や
家
族
を
め
ぐ
る
問
題
群
に

対
す
る
認
識
は
、
一
般
市
民
と
専
門
家

の
間
に
齟
齬
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

社
会
的
養
護
の
専
門
家
は
、
家
族
に
恵
ま
れ
な
い

子
ど
も
た
ち
の
養
育
に
心
を
配
り
ま
す
が
、
そ
の

対
応
は
、
施
設
や
専
門
家
の
世
界
に
閉
じ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
結
果
、
施
設
や
専
門
家
か
ら

一
般
市
民
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
す
と
い
う
試
み
が

少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
他
方
、
一
般
市
民
に

も
、
こ
れ
ら
家
族
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
に

偏
見
を
持
つ
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
施

設
が
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

一
般
市
民
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
理
解
を
促
進
し
、

「
社
会
の
子
」
と
し
て
共
同
で
子
ど
も
た
ち
を
育

成
し
て
い
く
枠
組
み
を
模
索
す
る
こ
と
も
重
要
な

課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

わ
れ
わ
れ
の
社
会
は
、
い
つ
の
時
代
も
大
人

中
心
に
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
背

景
で
、
子
ど
も
た
ち
が
辛
い
思
い
や
哀
し
い
思
い

を
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
戴
き
、
子
ど
も
が

希
望
を
持
て
る
社
会
を
創
る
こ
と
も
大
人
の
責
任

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

関西福祉科学大学 教授　畠
はた

中
なか

 宗
むね

一
かず

1951 年鹿児島市生まれ。現在、関西福祉科学大学教授。大学院社会福祉学
研究科長。大阪市立大学名誉教授。博士（学術）。専門は、家族臨床福祉学。
主要著書：単著『子ども家族支援の社会学』『家族臨床の社会学』『家族支援論』

『情緒的自立の社会学』『子ども家族福祉論・序説』『チャイルドマインディン
グ』共著『子どものウェルビーイングと家族』他。　
学会活動：現在、日本社会病理学会理事・機関誌編集委員長、日本精神保健
社会学会理事（副会長）、日本家族心理学会理事・機関誌編集委員等。
社会的活動：現在、日本 IPR 研究会代表他。

〈企画・総合討論コーディネーター〉

2015 年 12 月 5 日　「あべのハルカス」にて開催
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03  子どものウェルビーイングをいかに保障するか
 鳴門教育大学大学院 准教授　木村　直子

子どものウェルビーイングを、その客体 
（環境）条件の改善と同時に、主体の条件も 
含めて、新たな提案が語られる。

02 司法臨床における子どもの現状
 奈良大学 教授　廣井　いずみ

家 裁 調 査 官 と し て の 臨 床 経 験 か ら、 非 行 問 題 に 対 す る 
子ども・家族・社会との関係性の再構築が語られる。

04  親子が向き合うことのできる環境を 
いかに整えるか

 龍谷大学社会学部 教授　金子　龍太郎

広島修道院、SOS 子どもの村、森のようちえん 
等の実践活動から、環境とりわけ家庭環境の 
重要性が語られる。

01  

社会的養護における子どもの現状
 大阪成蹊短期大学 准教授　阪野　学

児童養護施設での実践経験から、親・家族との分離体験、慣れ 
親しんだ生活を失うという喪失体験、虐待による傷つき体験を 

している子どもの、「育て直し」が語られる。
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社
会
的
養
護
と
は

　

社
会
的
養
護
と
は
、
保
護
者
の
い
な
い
児
童
、
被
虐
待
児

な
ど
家
庭
環
境
上
養
護
を
必
要
と
す
る
児
童
に
対
し
親
に
替

わ
り
国
や
地
方
自
治
体
が
養
護
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
日
本
で
は
約
四
万
六
千
人
の
子
ど
も
た
ち
が
何
ら
か

の
理
由
に
よ
り
親
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ず
に
児
童
福
祉
施

設
な
ど
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
十
数
年
社
会
的
養
護

を
必
要
と
し
て
い
る
子
ど
も
の
数
は
増
え
続
け
、
そ
の
主
た

る
要
因
は
子
ど
も
虐
待
で
す
。
社
会
的
養
護
を
必
要
と
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
多
く
が
生
活
し
て
い
る
児
童
養
護
施
設

を
み
て
み
る
と
、
現
在
約
三
万
人
が
入
所
し
、
そ
の
理
由
は

虐
待
に
よ
る
も
の
が
全
体
の
約
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、

三
〇
年
前
と
比
べ
る
と
四
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
の
被
虐
待
体
験
を
み
て
み

る
と
六
割
の
子
ど
も
に
何
ら
か
の
体
験
が
あ
り
、
里
親
、
乳

児
院
の
子
ど
も
た
ち
で
は
三
割
程
度
で
す
が
、
情
緒
障
害
児

短
期
治
療
施
設
（
以
下
、
情
短
施
設
）
で
は
七
割
を
越
え
て

い
ま
す
（
図
1
）。
ち
な
み
に
、
私
が
以
前
勤
め
て
い
た
大

阪
の
情
短
施
設
で
は
九
割
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
に
被
虐
待

体
験
が
あ
り
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
社
会
的
養
護
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
の
多
く
が

虐
待
の
被
害
者
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
児
童
福
祉
法
二
八
条

に
よ
り
親
権
者
の
同
意
な
し
に
親
か
ら
引
き
離
さ
れ
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

二
〇
一
五
年
一
〇
月
全
国
の
児
童
相
談
所
々
長
会
で

二
〇
一
四
年
全
国
二
〇
七
か
所
の
児
童
相
談
所
（
以
下
、
児

相
）
の
児
童
虐
待
の
相
談
件
数
が
前
年
比
二
〇
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
増
の
八
万
八
九
三
一
件
と
な
り
、
一
九
九
〇
年
か
ら
統

計
を
取
り
始
め
て
二
四
年
連
続
で
増
え
続
け
、
初
め
て
八
万

件
を
超
え
た
と
公
表
さ
れ
ま
し
た
（
図
２
）。
厚
生
労
働
省

は
、
今
回
の
増
加
の
主
た
る
要
因
と
し
て
き
ょ
う
だ
い
が
虐

待
さ
れ
た
場
合
や
面
前
Ｄ
Ｖ
も
心
理
的
虐
待
と
し
て
定
義
を

広
げ
た
こ
と
を
挙
げ
て
お
り
、
都
道
府
県
別
で
み
る
と
大

阪
、
神
奈
川
、
東
京
、
埼
玉
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
二
〇
一
五
年
七
月
か
ら
全
国
共
通
虐
待
通
報
ダ
イ
ヤ
ル

が
「
１
８
９
番
」
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
ま
す

ま
す
そ
の
数
は
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
援
シ
ス
テ
ム
の
破
綻

　

こ
の
様
な
中
で
児
相
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
数
が
欧
米

の
福
祉
先
進
国
に
比
べ
少
な
く
対
応
に
困
難
を
き
た
し
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
虐
待
に
よ
り
子
ど
も
を
保
護
す
る
役
割
と

家
族
関
係
再
構
築
の
相
反
す
る
役
割
を
一
人
二
役
で
こ
な
す

と
い
う
シ
ス
テ
ム
自
体
が
破
綻
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
一
刻

も
早
く
他
の
福
祉
先
進
国
に
倣
っ
て
子
ど
も
を
引
き
離
す
役

割
は
司
法
が
担
い
、
児
相
は
本
来
の
親
・
家
族
に
寄
り
添
い

支
援
す
る
と
い
う
形
に
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
司
法
の
社
会
的
養
護
で
の
役
割
を
明
確
に
位
置
づ
け
、

児
相
と
役
割
を
分
担
し
、
家
族
関
係
再
構
築
と
い
う
目
的
に

向
か
っ
て
双
方
が
連
携
し
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
、

社
会
的
養
護
の
シ
ス
テ
ム
を
機
能
さ
せ
て
い
く
必
須
の
条
件

で
あ
る
と
云
え
ま
す
。

親
自
身
も
被
害
者
と
い
う
視
点

　

社
会
的
養
護
で
暮
ら
す
子
ど
も
の
理
解
に
お
い
て
大
切
な

こ
と
は
、
少
な
か
ら
ず
親
・
家
族
と
の
分
離
体
験
、
慣
れ
親

し
ん
だ
生
活
を
失
う
と
い
う
喪
失
体
験
、
さ
ら
に
は
虐
待
体

験
に
よ
る
傷
つ
き
を
抱
え
て
い
ま
す
。
親
・
家
族
と
の
分
離

は
見
捨
て
ら
れ
感
や
親
不
信
、
ひ
い
て
は
人
間
不
信
や
厭
世

観
を
強
く
し
、
虐
待
の
後
遺
症
と
し
て
「
無
気
力
」「
自
暴

自
棄
」「
被
害
感
が
強
い
」「
自
信
が
な
い
」「
感
情
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
苦
手
」「
人
の
気
持
ち
が
分
か
り
に
く
い
」
な
ど

の
様
々
な
様
相
を
呈
し
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
社
会
的

養
護
で
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
は
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

は
な
く
、
む
し
ろ
「
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
」
と
い
う

こ
と
が
云
え
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
虐
待
に
至
っ
て
し
ま
っ
た

親
の
側
か
ら
み
て
み
る
と
虐
待
の
要
因
に
は
子
ど
も
の
育
て

に
く
さ
が
あ
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
知
的
に
ボ
ー
ダ
ー

で
あ
っ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
拙
か
っ
た
り
、
も

の
ご
と
の
受
け
止
め
が
い
び
つ
で
あ
っ
た
り
、
感
覚
が
独
特

で
行
動
が
変
わ
っ
て
い
た
り
、
と
も
す
れ
ば
ア
レ
ル
ギ
ー
や

喘
息
な
ど
の
疾
病
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
養

育
す
る
に
あ
た
り
思
う
よ
う
に
行
か
ず
周
囲
か
ら
の
理
解
や

協
力
が
得
ら
れ
ず
孤
立
し
、
追
い
詰
め
ら
れ
る
な
ど
様
々
な

要
因
が
絡
み
合
い
虐
待
に
至
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。つ
ま
り
、

支
援
に
あ
た
る
者
は
親
は
虐
待
を
し
た
く
て
し
て
い
る
の
で

は
な
い
、
苦
し
み
な
が
ら
虐
待
に
至
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、

親
自
身
も
被
害
者
で
あ
る
と
い
う
視
点
を
持
た
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
同
時
に
そ
の
よ
う
な
育
て
に
く
さ
を
抱

え
た
子
ど
も
た
ち
が
多
く
社
会
的
養
護
で
生
活
を
し
て
い
る

こ
と
も
併
せ
て
理
解
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

親
子
関
係
の
再
構
築

　

そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
に
社
会
的
養
護
で
は
、
安
全
で

安
心
で
き
る
環
境
の
中
で
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
み
、

大
人
と
の
愛
着
形
成
を
基
に
心
身
及
び
社
会
性
の
適
切
な
発

達
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
虐
待
や
適
切
な
養
育
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
に
よ
る
心
の
傷
や
発
達
上
の
影
響
を
回
復
す
る
心
身
の

ケ
ア
を
行
い
、
そ
し
て
子
育
て
の
つ
ま
づ
き
や
様
々
な
生
き

づ
ら
さ
を
抱
え
る
家
族
に
対
し
、
子
ど
も
と
家
族
の
絆
の
維

持
と
親
子
関
係
の
再
構
築
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
、「
大
切
に
さ
れ
る
体
験
」
や
「
自

尊
感
情
を
育
て
る
機
会
や
関
係
」を
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

安
心
感
や
自
信
を
獲
得
す
る
こ
と
が
困
難
な
事
情
や
環
境
の

中
で
育
っ
て
き
た
こ
と
が
多
い
た
め
、
安
心
で
き
る
場
所
で

大
切
に
さ
れ
る
体
験
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
自
己
肯
定

感
や
主
体
性
を
育
成
で
き
る
よ
う
支
援
に
あ
た
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
生
活
に
お
け
る
個
別
性
の
尊
重
と
と
も

に
、
信
頼
で
き
る
大
人
モ
デ
ル
を
示
し
、
日
常
生
活
に
お
い

社
会
的
養
護
に
お
け
る
子
ど
も
の
現
状
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て
試
行
錯
誤
で
き
る
場
や
幅
広
い
体
験
を
積
み
重
ね
る
機
会

を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
継
続
し
て
特
定

の
大
人
が
一
貫
性
を
持
っ
て
か
か
わ
り
、
人
間
関
係
を
保
障

す
る
こ
と
が
子
ど
も
の
安
心
感
や
他
者
へ
の
信
頼
感
、
自
尊

感
情
を
育
ん
で
い
く
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
す
。
特
に

子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
は
、
心
理
士
な
ど
専
門
家
に
よ
る

個
別
の
心
理
的
ケ
ア
だ
け
で
な
く
日
々
の
生
活
の
中
で
生
活

担
当
職
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
心
の
ケ
ア
が
大
切
で
す
。

社
会
的
擁
護
は
育
て
直
し

　

子
ど
も
の
愛
着
は
、
子
ど
も
の
様
々
な
行
動
や
情
動
に
一

喜
一
憂
し
な
が
ら
も
一
貫
し
た
子
ど
も
へ
の
受
容
と
共
感
的

理
解
を
も
っ
て
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
続
け
る
養
育
者
の
あ

り
よ
う
と
子
ど
も
と
の
相
互
関
係
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
の
で

す
。
そ
し
て
養
育
者
の
そ
の
よ
う
な
姿
勢
が
子
ど
も
た
ち
に

人
間
や
社
会
に
対
す
る
信
頼
を
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
繋

が
っ
て
い
き
ま
す
。
少
な
か
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
支
配
・
被
支

配
と
い
う
か
た
ち
で
し
か
人
間
関
係
を
結
ん
で
こ
れ
な
か
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
、
社
会
的
養
護
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
の

中
で
、
や
が
て
人
を
信
頼
し
依
存
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自

分
ら
し
く
自
律
性
と
自
発
性
を
も
っ
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
社
会
的

養
護
で
は
生
活
の
中
で
子
ど
も
た
ち
に
傷
つ
き
か
ら
の
治
療

的
回
復
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
生
活
の
中
で
の
心

の
ケ
ア
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
子
ど
も
の
「
育
て
直
し
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

二
〇
一
六
年
度
社
会
的
養
護
に
お
い
て
「
家
庭
的
養
護
推

進
一
五
か
年
計
画
」（
以
下
、
推
進
計
画
）
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
児
童
養
護
施
設
の
集
団
養
護
を
改
め
今

後
一
五
年
の
間
に
里
親
、
地
域
で
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
増

や
し
、
施
設
本
体
も
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
て
少
人
数
で
家
庭
的
な

養
護
形
態
に
変
え
て
い
く
と
い
う
計
画
で
す
。
こ
の
計
画

の
推
進
に
は
、
里
親
が
増
え
な
い
こ
と
や
施
設
整
備

の
費
用
・
職
員
の
配
置
数
、
小
規
模
化
し
た
際
の
支

援
の
あ
り
方
な
ど
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

以
前
に
危
機
感
を
覚
え
る
の
は
、
国
連
か
ら
の
度
重

な
る
勧
告
に
対
し
て
国
か
ら
打
ち
出
さ
れ
た
推
進
計

画
に
は
、
日
本
の
独
自
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
ば
か
り

か
、
当
該
の
各
法
人
や
施
設
に
お
い
て
も
理
念
や
独

自
性
・
主
体
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

求
め
ら
れ
る
社
会
の
関
心

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
社
会
的
養
護
に

お
け
る
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
課
題
が
山
積

し
て
お
り
、
法
的
に
も
ま
だ
ま
だ
充
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
具
体
的
に
は
、
子
ど
も
の
進
学
を
含
め
た
自

立
支
援
の
保
障
、
養
育
者
側
に
も
人
財
の
養
成
・
確

保
、
専
門
性
や
職
員
配
置
の
向
上
、
里
親
に
お
い
て

も
、
開
拓
・
育
成
・
支
援
と
い
う
課
題
な
ど
枚
挙
に

暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
他
人
ご
と
で

は
な
く
、
社
会
的
養
護
の
言
葉
の
と
お
り
社
会
全
体

で
考
え
て
行
く
た
め
に
は
、
も
っ
と
社
会
全
体
が
社

会
的
養
護
に
関
心
を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
我
々
社
会
的
養
護
に
か
か
わ
っ
て

い
る
者
が
、
社
会
に
も
っ
と
現
場
の
状
況
を
発
信
し

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
社
会
的

養
護
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
心
身
の
成
長
を
阻
害

す
る
最
大
の
要
因
は
社
会
の
無
関
心
な
の
で
す
。
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家
庭
裁
判
所
で
少
年
事
件
、
家
事
事
件
に
携
わ
っ
た
経
験
か
ら
、
今
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
、
子
ど
も
と

家
族
と
の
つ
な
が
り
、
子
ど
も
と
社
会
と
の
つ
な
が
り
、
家
族
と
社
会
と
の
つ
な
が
り
か
ら
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
． 再
非
行
率
の
増
加
に
み
る

環
境
要
因
の
重
要
性

　

少
年
事
件
を
話
題
に
す
る
と
、
最
近
事
件
数
が
増
加
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
実
際
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
犯
罪
白
書
に
よ
る
と
、
少

年
の
検
挙
人
員
は
昭
和
五
七
～
五
九
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し

て
い
ま
す
。
少
子
化
で
、
そ
も
そ
も
少
年
人
口
が
減
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
当
然
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
全
少
年
人
口
に
対
し
て
、
検
挙
さ
れ
た
者
が
ど
の
程
度

占
め
る
の
か
、
人
口
比
で
経
過
を
み
て
み
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
人
口
比
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
刑
法
犯
の
比
率
を
み
て

も
、
ま
だ
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。
検
挙
さ
れ
た
少
年
の
数

は
、
け
っ
し
て
増
加
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
再
非
行
少
年
の
、
検
挙
さ
れ
た
少
年
全
体
に
占
め
る

割
合
は
、
平
成
八
年
ご
ろ
か
ら
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
の
で

す
（
図
１
）。
な
ぜ
再
非
行
率
が
増
加
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
背
景
の
一
端
を
家
庭
環
境
か
ら
探
っ
て
み
ま
し
た
。

　

少
年
院
に
収
容
さ
れ
た
者
の
実
父
母
率
に
つ
い
て
み
る

と
、
平
成
二
六
年
度
で
は
、
保
護
者
が
実
父
の
み
、
実
母
の

み
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
男
子
で
五
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

女
子
で
四
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
（
平
成
二
七
年
版
犯
罪
白
書
）

で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
く
平
成
二
六
年
度
で
、
児
童

の
い
る
全
世
帯
に
占
め
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
割
合
は
、
七
・

四
パ
ー
セ
ン
ト
（
平
成
二
六
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
）
で
す
。

対
象
年
齢
層
が
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
単
純
な
比
較
は

で
き
な
い
も
の
の
、
少
年
院
収
容
者
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
割

合
が
高
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
傾
向
は

平
成
八
年
ご
ろ
か
ら
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
現
象
は
、
少
年
た
ち
の
立
ち
直
り
に
何
ら
か
の
影
響

を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
ひ
と

り
親
家
庭
で
あ
る
こ
と
が
再
非
行
の
原
因
で
あ
る
と
、
短
絡

的
に
結
び
付
け
る
の
で
は
な
く
、
ひ
と
り
親
家
庭
で
あ
る
が

ゆ
え
に
起
こ
り
が
ち
な
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
が
、
貧
困
の
問
題
で
す
。
法

務
省
の
少
年
矯
正
統
計
に
よ
る
と
、
少
年
院
に
新
た
に
収
容

さ
れ
た
者
で
家
庭
の
生
活
状
況
が
貧
困
に
分
類
さ
れ
た
比
率

は
、
昭
和
五
七
年
が
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
八
年
が
二
一

パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
二
六
年
が
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て

お
り
、
再
非
行
少
年
率
の
増
減
と
軸
を
一
に
し
た
動
き
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

貧
困
が
も
た
ら
す
も
の
は
、
進
学
や
就
職
な
ど
経
済
格
差

か
ら
直
接
派
生
す
る
課
題
だ
け
に
限
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え

ば
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
保
護
者
は
、
待
遇
の
良
い
職

や
低
額
の
家
賃
を
求
め
、
住
ま
い
を
転
々
と
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、子
ど
も
は
転
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

子
ど
も
に
よ
っ
て
は
、
学
校
に
容
易
に
な
じ
め
な
い
状
況
が

生
み
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
保
護
者
の
繁
忙
に
よ
り
、
満
た
さ

れ
な
い
気
持
ち
を
抱
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
貧
困
が

負
い
目
と
な
り
、
対
等
な
交
友
関
係
が
築
け
な
い
こ
と
が
生

じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
生
活
の
不
安
定
さ
や
、
社

会
と
つ
な
が
り
に
く
い
課
題
を
抱
え
る
こ
と
は
、
非
行
の
リ

ス
ク
を
生
み
出
し
や
す
く
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
に
立
つ
と
、
再
非
行
率
の
増
加
は
、
原

司
法
臨
床
に
お
け
る
子
ど
も
の
現
状
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1963 年生まれ。大学卒業後大阪府内の児童養護施設で児童指導員となり、主
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一般社団法人の設立準備中。将来は、自立援助ホームの機能を兼ね備えたファ
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か
け
は
す
べ
て
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、
三
者
が
か
み
合
う
こ
と

は
な
い
と
言
い
ま
す
。
斎
藤
が
示
し
た
の
は
、
ひ
き
こ
も
り

の
家
族
に
つ
い
て
で
し
た
が
、
非
行
の
問
題
を
抱
え
る
家
族

の
場
合
に
も
同
じ
関
係
性
が
見
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
先
の

例
で
言
え
ば
、
社
会
と
つ
な
が
っ
て
い
な
い
母
親
に
と
っ
て

は
、
専
門
家
か
ら
の
助
言
が
ス
ト
レ
ス
に
な
り
、
家
族
と
つ

な
が
っ
て
い
な
い
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
親
の
忠
告
が
う
っ

と
う
し
い
と
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
間
の
溝
は
う
め
ら
れ
な
い
ま
ま
で
、
事
態
は
一
向
に
改
善

に
向
か
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
い
か
な
く
な
っ
た
状

況
で
、
親
御
さ
ん
た
ち
は
自
助
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
親
の
会
に

つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
て
、
や
っ
と
余
裕
を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
た
と
言
い
ま
す
。
外
の
世
界
と
つ
な
が
る
こ
と
は
、

親
子
の
関
係
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。
子
ど
も
に
も
子

ど
も
の
考
え
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
と
語
っ
た
親
御
さ
ん

が
何
人
か
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
わ
り
と
つ
な
が
る
こ
と
は
、

親
が
自
分
自
身
を
許
す
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。
自
分
を
許

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
再
び
子
育
て
に
自
信
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
世
間
の
目
は
さ
ほ
ど
気
に
な
ら
な

く
な
り
、
自
分
ら
し
く
子
育
て
に
向
き
合
う
よ
う
に
変
化
す

る
こ
と
が
見
ら
れ
ま
し
た
（
図
２
）。

　

子
ど
も
と
家
族
、
子
ど
も
と
社
会
の
関
係
が
希
薄
化
し
て

い
る
実
態
に
つ
い
て
、
非
行
、
貧
困
、
子
ど
も
の
深
夜
の
彷

徨
を
と
お
し
て
問
題
提
起
し
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
親
が

社
会
、
そ
し
て
子
ど
も
と
つ
な
が
る
動
き
を
生
み
出
す
仕
掛

け
と
し
て
、
子
の
非
行
を
抱
え
る
親
の
会
の
活
動
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

引
用
文
献 

　

斎さ
い

藤と
う 

環た
ま
き 　

社
会
的
ひ
き
こ
も
り
．
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
．

（
一
九
九
八
年
）

因
の
一
端
を
子
ど
も
の
貧
困
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
社
会
と

の
絆
の
脆
弱
さ
の
問
題
に
ま
で
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
裾
野

の
広
い
課
題
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
ま
す
。

二
．希
薄
化
す
る
親
子
関
係

　

平
成
二
七
年
八
月
、
高
槻
市
で
中
学
生
が
連
れ
去
ら
れ
、

殺
害
さ
れ
る
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
何
の
理
由
も
な
く
、
子

ど
も
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
に
、
社
会
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
非
行
と
は
関
係
の
な

い
二
人
が
、
家
に
帰
ら
ず
、
深
夜
街
を
歩
い
て
い
て
事
件
に

巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
も
世
間
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
保
護

者
の
監
督
状
況
に
つ
い
て
意
見
す
る
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
被
害
者
ら
の
固
有
の
事
情
で
あ
っ
た
と
片
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
今
、
深
夜
に
街
を
さ
ま
よ
う
子

ど
も
た
ち
は
、
非
行
傾
向
の
あ
る
な
し
に
限
ら
ず
、
少
な
く

な
い
と
言
い
ま
す
。
深
夜
街
を
さ
ま
よ
う
動
機
は
、
親
と
喧

嘩
し
た
、
親
の
帰
り
が
遅
く
誰
も
い
な
い
の
で
さ
み
し
い
、

何
と
な
く
家
の
空
気
が
悪
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
我
々

が
、
も
し
、
子
ど
も
が
深
夜
外
出
す
る
事
態
に
出
く
わ
し
た

ら
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
言
下
に
禁
止

す
る
、
き
っ
ぱ
り
と
し
た
姿
勢
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
の
親
世
代
は
、
多
様
な
価
値
観

を
尊
重
す
べ
し
と
の
教
育
を
受
け
て
き
た
世
代
で
す
。
注
意

し
た
い
気
持
ち
は
や
ま
や
ま
だ
け
れ
ど
、
一
方
的
に
注
意
す

る
の
も
ど
う
か
。
心
配
だ
け
れ
ど
、
少
し
様
子
を
う
か
が
っ

て
か
ら
に
し
よ
う
か
と
、
慎
重
な
態
度
を
と
る
親
御
さ
ん
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
の
よ
う
に
親
子
関
係
は
、

親
が
一
方
的
に
価
値
観
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
子
ど

も
の
価
値
観
も
認
め
て
い
く
、
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
へ
と
移
行

し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
子
ど
も
か
ら
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
関
係
は
ど

の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
自
由
に
行
動
で
き

る
と
感
じ
る
反
面
、
本
当
に
親
は
自
分
の
こ
と
を
心
配
し
て

く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
つ
な
が
り
方
に
物
足
り
な
さ

を
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
物
足
り
な
さ
か
ら
、
さ
み
し

さ
を
満
た
し
て
く
れ
る
相
手
を
求
め
て
、
夜
の
街
に
さ
ま
よ

い
出
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
の
深
夜
の
外
出

と
い
う
社
会
現
象
の
背
景
因
の
ひ
と
つ
に
、
子
ど
も
と
家
族

の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

三
． 

子
ど
も
・
家
族
・
社
会
と
の

関
係
性
の
再
構
築 

　
　

─
子
の
非
行
を
抱
え
る
親
御
さ
ん
へ
の

�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
─

　

子
の
非
行
を
抱
え
る
親
御
さ
ん
が
作
る
親
の
会
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
一
端
を
ご
紹
介

し
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
現
代
の
、
子
ど
も
・
家
族
・
社
会
と

の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
る
お
母
さ
ん
は
、
子
ど
も
が
問
題
を
起
こ
す
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
買
い
物
に
出
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
子
ど
も
が
非
行
化
す
る
と
、
親
は

地
域
や
学
校
で
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
、
悩
み
を
外
に
向
け

て
発
信
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
周
囲
か
ら
苦
情
や
注
意
を
受

け
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
つ
い
身
構
え
て
し
ま
い
、
関
わ
り

を
避
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
強
く
な
り
ま
す
。
周
囲
の
目
を

気
に
す
る
あ
ま
り
、
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
子
ど
も
に
つ
ら

く
当
た
っ
た
り
、
自
分
を
責
め
た
り
と
、
家
庭
内
で
葛
藤
を

つ
の
ら
せ
ま
す
。
親
子
の
関
係
も
う
ま
く
い
か
な
い
し
、
地

域
や
学
校
な
ど
外
と
の
関
係
も
う
ま
く
い
か
な
い
。
こ
の
よ

う
に
ど
こ
と
も
う
ま
く
つ
な
が
ら
な
い
状
況
で
は
、
ま
す
ま

す
不
安
が
高
ま
り
ま
す
。
非
難
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
正
し
く

子
ど
も
を
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
ば
か
り
が
強

く
な
り
ま
す
。

　

精
神
科
医
の
斎
藤
環
は
著
書
で
、
ひ
き
こ
も
り
の
家
族
に

つ
い
て
、
個
人
、
家
族
、
社
会
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
い
状
態
に
お
い
て
は
、
外
か
ら
の
働
き

図 2　親は子の非行をどう抱えるのか

つな
がらな
い

自分を責める
子を責める

子の受容
自己の受容

正しい子育て

つな
がる

子育て
我が家流

自信の
回復

関西学院大学文学部心理学科卒業。大学で学んだ心理学を生かして人とかかわ
る仕事がしたいと考え，家庭裁判所調査官の道を選びました。家裁では，少年
事件，家事事件に取り組んでまいりました。数多くの少年たちとの出会いか
ら，事件については責めを負うべきであるとしても，その背景事情をみると個
人を責めるだけではすまないもののあることを知り，家族や，地域社会とのつ
ながりにも関心を持つようになりました。30 余年に及ぶ調査官の職を辞し，
2008 年 4 月に関西国際大学人間科学部に転職。実践として行ってきた非行少
年とのかかわりについて，学問領域から見直す機会が与えられました。また，
子どもの非行で悩む親の会との出会いにより，家族の視点から非行の問題を考
えるようになり，当事者の持つ力についても学ぶことができました。非行少年
の立ち直りには，既存の心理学だけでは対応できない，学際的な観点からのア
プローチが必要であることを思い知らされ，大阪市立大学生活科学研究科にお
いて非行少年の立ち直り支援について研究し， 2014 年 3 月学位取得。2014
年 4 月から奈良大学社会学部心理学科において臨床心理学の教員として勤務し
ています。
所属学会は，心理臨床学会，犯罪心理学会，司法福祉学会，家族心理学会，コ
ミュニティー心理学会など。
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く
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
図
2
で
は
と
て
も
美
し
い
円

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
び
つ
な
円
で
も
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
れ
ば
い
い
の
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
子
ど
も
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
指
向
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
子
ど

も
を
主
体
に
子
ど
も
の
健
康
や
幸
せ
を
捉
え
直
し
、
子
ど
も

の
安
全
と
健
康
の
問
題
の
本
質
と
解
決
の
方
向
性
を
探
索
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
私
た

ち
は
社
会
全
体
が
こ
の
子
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
い

う
一
つ
の
指
標
を
共
有
し
、
一
つ
は
子
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
を
規
定
し
て
い
る
要
因
は
何
か
を
探
る
よ
う
な
「
研

究
」
と
、
そ
し
て
子
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
最
善
の

目
標
に
考
え
る
子
ど
も
と
そ
の
家
族
へ
の
「
支
援
」、
そ
れ

を
往
復
し
た
り
支
え
た
り
す
る
「
施
策
」（
サ
ー
ビ
ス
・
制
度
）

の
立
案
、
計
画
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
子
ど
も
の
よ

り
よ
い
育
ち
を
保
障
す
る
社
会
に
近
づ
く
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
絵
に
描
い
た
よ
う
に
ス
ム
ー

ズ
に
は
運
び
ま
せ
ん
が
、
理
念
や
目
標
の
な
い
支
援
や
施
策

は
、
決
し
て
子
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実
現
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

さ
て
今
日
は
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
で
研
究
し
、
子
ど
も
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
指
向
し
た
具
体
例
を
い
く
つ
か
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
紹
介
す
る
中
で
研
究
と
臨
床
、
そ
し

て
施
策
（
サ
ー
ビ
ス
・
制
度
）
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
に
つ

い
て
も
少
し
お
話
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。（
図
3
）

家
族
生
活
と
家
族
の
情
緒
的
な

関
係
性
に
つ
い
て

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
家
族
生
活
と
家
族
の
情
緒
的
な
関
係
性

に
つ
い
て
で
す
。
子
ど
も
の
中
に
家
族
と
の
情
緒
的
な
関
係

性
が
肯
定
的
に
内
面
化
し
て
い
る
こ
と
が
子
ど
も
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
に
つ
な
が
る
、
家
族
と
の
情
緒
的
な
関

係
性
は
、
子
ど
も
が
想
定
し
た
家
族
中
心
の
生
活
の
中
で
育

ま
れ
、
子
ど
も
の
中
に
家
族
と
の
情
緒
的
な
関
係
性
が
肯
定

的
に
内
面
化
さ
れ
て
い
る
と
き
、
家
族
生
活
の
充
実
が
子
ど

も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

家
族
と
の
情
緒
的
な
関
係
性
を
肯
定
的
に
内
面
化
し
て
い

る
と
は
、
子
ど
も
自
身
が
自
分
は
家
族
か
ら
気
に
か
け
ら
れ

大
切
に
さ
れ
愛
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
肯
定
的
な
認
識

を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
家
族
生
活
の

充
実
と
い
う
の
は
、
こ
こ
で
は
食
事
を
と
も
に
し
た
り
一
緒

に
過
ご
す
時
間
を
大
切
に
し
た
り
、
子
ど
も
が
帰
宅
し
た
と

き
に
家
族
の
誰
か
が
い
て
く
れ
る
と
い
っ
た
家
族
中
心
の
生

活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
家
族
生
活
の
各
場
面
に
お
い

て
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
期
待
し
、
考
え
て
い
る
の

な
ぜ
今
子
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
か

　

子
ど
も
は
ど
の
子
ど
も
も
母
親
か
ら
生
ま
れ
、
母
親
を
は

じ
め
と
す
る
家
族
と
い
う
社
会
に
出
会
い
ま
す
。
そ
の
中
で

最
初
は
泣
く
こ
と
や
、
ほ
ほ
笑
む
と
い
う
方
法
で
周
り
の
人

に
働
き
か
け
、
自
分
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
反
応
が
返
っ
て

く
る
応
答
性
や
相
互
作
用
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
と
の
相
互
作
用
に
お
い
て
、
時
に
子
ど

も
た
ち
は
、
し
ん
ど
さ
や
生
き
づ
ら
さ
、
課
題
を
抱
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
現
代
社
会
の
中
で
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も

た
ち
は
、
必
ず
し
も
特
異
な
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
り
、
気

質
的
な
問
題
を
持
っ
て
い
る
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
に
は
子
ど
も
の
健
康
や
生
活
に
か
か
わ
る
重
大
な
問

題
が
断
続
的
に
発
生
し
て
お
り
、
周
囲
の
大
人
は
そ
の
対
応

に
困
惑
し
、
そ
の
困
惑
は
社
会
全
体
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

問
題
が
起
き
て
か
ら
、
課
題
が
生
じ
て
か
ら
で
は
な
く
、
予

防
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
視
点
と
技
術
が
求
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
を
主
体
に
子
ど
も

の
健
康
や
幸
せ
を
捉
え
直
し
、
子
ど
も
の
安
全
と
健
康
の
問

題
の
本
質
と
、
解
決
の
方
向
性
を
探
索
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
健
康
を
考
え
る
場
合
に
、
発
達
の
一
側
面
だ
け

で
な
く
、
子
ど
も
の
発
達
を
総
合
的
に
捉
え
、
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
当

て
は
ま
る
健
康
状
態
を
表
現
で
き
る
も
の
と
し
て
、
世
界
保

健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
健
康
の
定
義
よ
り
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
と
い
う
概
念
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
（“H

ealth 
is a state of com

plete physical, m
ental and social 

w
ell-being and not m

erely the absence of disease 
or infirm

ity.”

）。

　

子
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
定
義
を
少
し
説
明
し
ま

す
と
、
子
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
、「
子
ど
も
が

心
安
ら
ぐ
安
定
し
た
生
活
環
境
を
持
ち
、
希
望
や
夢
へ
の
期

待
を
持
っ
て
生
活
で
き
て
い
る
状
態
・
子
ど
も
が
健
康
で
安

定
し
た
生
活
を
実
現
で
き
て
い
る
状
態
」
を
指
し
ま
す
。
そ

の
内
容
は
、身
体
面
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、心
理
面
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
社
会
的
場
面
で
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、

そ
し
て
自
分
の
未
来
を
創
造
す
る
力
と
い
う
四
つ
の
領
域
か

ら
成
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
い
く
つ
か
の
領
域
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
健
康
の
概
念
は
、
全
て
の
領
域
が
一
定
の
ラ
イ

ン
を
超
え
て
い
る
と
き
が
よ
い
状
態
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え

ら
れ
が
ち
で
す
。（
表
1
）

　

例
え
ば
図
1
の
よ
う
に
心
理
面
が
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
に
到

達
し
て
い
な
い
と
、
心
理
面
に
何
ら
か
の
手
当
や
支
援
を
要

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
し
か
し
私
が
示
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
の
よ
う
な
目
に
見
え
な
い
ラ
イ

ン
で
線
を
引
く
も
の
で
は
な
く
、
図
2
の
よ
う
に
、
各
領
域

の
大
き
さ
は
異
な
れ
ど
、
全
体
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
均

衡
し
て
い
る
ホ
ー
ル
サ
ム
な
状
態
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
こ
の
ホ
ー
ル
サ
ム
と
い
う
概
念
は
、
日
本
国
憲

法
の
第
二
五
条
で
、“A

ll people shall have the right 
to m

aintain the m
inim

um
 standards of w

holesom
e 

and cultured living.”

（
健
康
で
文
化
的
な
生
活
）
に
も

登
場
し
て
い
ま
す
。
よ
り
よ
い
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
状

態
と
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
全
体
が
大
き
く
育
っ
て
い

子
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を 

　
　
　
　
　
　

い
か
に
保
障
す
る
か
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図３　子どものウェルビーイングを志向していくために

身体面のウェルビーイング
生活のリズム
疲労感
健康状態・睡眠

心理面のウェルビーイング
自尊感情
幸福感
安心感

社会的場面でのウェルビーイング
友人関係　学校場面

（授業・先生との関係）
家族内での安堵感

自分の未来を創造する力
生活の目標
将来への見通し
無力感

表１　子どものウェルビーイング構成概念
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か
を
親
が
把
握
す
る
こ
と
、そ
し
て
子
ど
も
た
ち
が
期
待
し
、

想
定
し
て
い
る
家
族
生
活
と
親
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
折
り

合
わ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
が
自
立
す
る
ま
で
の
間
、
子
ど

も
を
育
て
る
家
庭
に
お
い
て
大
人
が
家
族
中
心
の
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
余
裕
が
持
て
る
、
そ
ん
な
社
会
シ
ス
テ
ム

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
時
に
は
子
ど
も
の
期
待
し
て

い
る
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
、
適
切
な
第
三
者
、
祖
父
母

で
も
親
族
で
も
近
隣
で
も
構
い
ま
せ
ん
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
専
門
家
、
援
助
者
の
手
を
借
り
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
家
族
支
援
の
在
り
方
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
社
会
に
お
け
る
家
族
支
援
で
は
、
子

ど
も
と
親
を
包
み
込
む
支
援
者
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
決
し
て
大
人
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
親
に
寄
り
添
う

も
の
で
は
な
く
、
各
家
族
が
今
置
か
れ
て
い
る
中
で
可
能
な

限
り
子
ど
も
中
心
の
家
族
生
活
を
送
れ
る
た
め
の
具
体
的
な

工
夫
や
建
設
的
な
助
言
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

対
人
関
係
の
発
達
段
階
と

家
族
の
情
緒
的
関
係

　

二
つ
目
は
、
対
人
関
係
の
発
達
段
階
と
家
族
の
情
緒
的
関

係
に
つ
い
て
で
す
。研
究
の
中
で
は
三
歳
以
下
の
年
齢
時
に
、

身
近
で
世
話
を
し
て
く
れ
る
存
在
と
の
情
緒
的
な
関
係
性
を

肯
定
的
に
内
面
化
し
て
い
る
こ
と
が
、
子
ど
も
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
三
歳
以
下
の
年
齢
時
に
、
子
ど
も
の
身
近
で
世
話

を
し
て
く
れ
た
大
人
と
の
関
係
性
を
、
中
学
生
に
な
っ
た
際

に
肯
定
的
に
内
面
化
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
三
歳
以

下
の
年
齢
時
に
家
族
と
と
も
に
生
活
し
て
い
る
子
ど
も
は
、

親
や
家
族
と
の
情
緒
的
な
関
係
性
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

ま
た
三
歳
以
下
の
年
齢
時
に
家
庭
以
外
の
場
で
暮
ら
す
子
ど

も
た
ち
や
、
三
歳
以
下
の
年
齢
で
社
会
的
養
護
を
受
け
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
場
で
出
会
う
大
人
と
の
関
係
性
を
肯
定
的

に
内
面
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。す
な
わ
ち
三
歳
以
下
で
社
会
的
養
護
を
受
け
る
際
に
は
、

特
定
の
職
員
と
の
関
係
性
が
保
障
さ
れ
中
学
生
ま
で
継
続
で

き
る
よ
う
な
養
育
の
継
続
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
支
援
計
画
を
立
て
る
必
要

が
あ
り
ま
す
し
、
制
度
的
に
も
心
理
的
な
親
と
な
る
特
定
の

職
員
が
保
障
さ
れ
る
施
設
、
里
親
や
養
子
へ
の
委
託
な
ど
が

必
須
と
な
り
ま
す
。

 

一
方
三
歳
以
上
の
年
齢
で
社
会
的
養
護
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
原
家
族
と
の
情
緒
的
な
関
係
性
を

修
復
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
入
所
年
齢

に
よ
っ
て
施
設
職
員
の
役
割
の
違
い
は
、
現
在
の
日
本
の
社

会
的
養
護
の
体
制
（
約
九
割
近
い
子
ど
も
た
ち
が
施
設
養
護

を
受
け
、
七
割
以
上
の
施
設
が
大
舎
制
の
大
き
な
集
団
生
活

で
あ
る
。）
の
中
で
実
践
す
る
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、

抜
本
的
な
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

保
障
す
る
社
会
へ

　

子
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
保
障
す
る
こ
と
は
、「
保

護
」
の
枠
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
子
ど
も
が
家
族
と
の
情
緒
的

な
関
係
を
肯
定
的
に
認
識
し
、「
生
き
て
い
る
と
い
う
の
は

す
ば
ら
し
い
」「
子
ど
も
で
あ
る
と
い
う
の
は
よ
い
こ
と
だ
」

「
こ
の
世
界
に
う
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
な
が
ら

生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
普
遍
的

感
覚
を
子
ど
も
た
ち
が
自
然
に
身
に
つ
け
、
子
ど
も
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
現
代
社
会
の
中
で

十
分
な
機
能
を
発
揮
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
家
族
の
役
割
や

家
族
の
意
味
に
つ
い
て
再
考
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
社
会
的
養
護
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
の
現

状
と
求
め
ら
れ
る
家
族
へ
の
支
援
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
環
境

と
、
そ
れ
が
提
供
で
き
な
い
社
会
シ
ス
テ
ム
の
問
題
を
折
り

合
わ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
．
は
じ
め
に

　

私
は
滋
賀
に
位
置
す
る
龍
谷
大
学
社
会
学
部
の
現
代
福
祉

学
科
に
所
属
し
て
、
発
達
心
理
学
や
児
童
福
祉
の
授
業
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
大
学
生
の
と
き
に
は
、
理
学
部
で
生
物
学

を
専
攻
し
て
、
生
態
学
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
勉
強
を
通
し
て
、

環
境
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
院
で
は
文

系
に
移
り
、
発
達
心
理
学
を
初
め
と
し
て
、
幼
児
教
育
や
小

児
保
健
な
ど
、
学
際
的
に
乳
幼
児
の
研
究
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

大
学
院
を
修
了
し
て
か
ら
、
乳
児
院
と
児
童
養
護
施
設
に

勤
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
施
設
の
総
合
移
転
の
機
会
に
、
乳

幼
児
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
生
活
環
境
を
整
え
た
中
で
、
子
ど

も
の
発
達
状
況
を
調
査
し
て
研
究
と
し
て
ま
と
め
た
経
験
が

あ
り
ま
す
。

　

次
に
は
、
社
会
的
養
護
に
つ
い
て
も
っ
と
広
く
捉
え
た
い

と
考
え
て
、
里
親
を
含
め
た
社
会
的
養
育
の
在
り
方
を
模
索

し
て
い
く
中
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
発
祥
し
た
国
際
的
な
児

童
福
祉
組
織
Ｓ
Ｏ
Ｓ
キ
ン
ダ
ー
ド
ル
フ
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
子
ど
も
の

村
を
学
び
、
こ
れ
が
理
想
的
な
形
態
だ
と
思
い
至
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
を
日
本
に
導
入
す
る
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
作
っ

て
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
私
は
、
滋
賀
の
里
山
公
園
の
木
を
間
伐
し
た

り
草
刈
り
を
す
る
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
一
五
年
続
け

て
い
ま
す
。
森
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
姿
を
見
た
い
と

い
う
思
い
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
野
外
で
遊
ぶ

フ
ィ
ー
ル
ド
も
整
備
さ
れ
て
、二
〇
一
二
年
か
ら
野
外
保
育
：

森
の
よ
う
ち
え
ん
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
実
践
の

話
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

二
．
二
人
の
被
虐
待
児
の
事
例
か
ら

　

親
か
ら
ひ
ど
い
虐
待
を
受
け
て
き
た
二
人
の
有
名
人
、
マ

イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
と
飯
島
愛
の
事
例
か
ら
浮
か
び
上
が

る
の
は
、
親
た
ち
の
欲
望
が
強
く
世
間
体
を
気
に
し
て
、
子

ど
も
を
所
有
、
支
配
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
こ
と
に
気
づ
い
て
な
い
親
た
ち
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
悪

い
人
間
環
境
だ
っ
た
と
い
う
事
実
で
す
。
親
は
子
ど
も
に

と
っ
て
環
境
で
す
。
そ
し
て
、
親
が
必
ず
し
も
い
い
人
間
環

境
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
事
例
と
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。

三
． 

心
の
基
盤
「
三
つ
子
の
魂
」
を

育
む
た
め
に

　

こ
こ
で
は
心
の
基
盤
と
し
て
、「
三
つ
子
の
魂
」
を
取
り

上
げ
ま
す
。
魂
を
辞
典
で
調
べ
ま
す
と
「
生
き
物
の
体
の
中

に
宿
っ
て
心
の
働
き
を
つ
か
さ
ど
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
」

（
大
辞
泉
）
と
あ
り
ま
し
た
。
心
の
働
き
を
つ
か
さ
ど
る
、

つ
ま
り
心
の
基
盤
、
そ
れ
を
昔
の
人
は
魂
と
呼
ん
で
き
た
よ

う
で
す
。
そ
し
て
、
三
つ
子
は
数
え
年
で
、
満
年
齢
に
し
ま

す
と
一
歳
、
二
歳
の
小
さ
な
子
で
す
。
こ
う
し
て
「
三
つ
子

の
魂
」
を
私
な
り
に
定
義
し
ま
す
と
「
胎
児
の
と
き
か
ら
一
、

二
歳
ま
で
の
間
に
育
ち
、
そ
の
後
の
人
生
に
影
響
を
与
え
続

け
る
大
切
な
心
の
基
盤
」
と
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
二
歳

ま
で
で
人
生
が
決
ま
る
の
で
は
な
く
、
人
格
の
基
礎
と
し
て

百
歳
ま
で
影
響
を
与
え
続
け
る
と
考
え
る
の
で
す
。

　

先
ほ
ど
の
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
と
飯
島
愛
さ
ん
、
そ

し
て
社
会
的
養
護
の
対
象
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の

「
三
つ
子
の
魂
」
が
健
全
に
育
っ
て
い
ま
せ
ん
。
健
全
な
「
三

つ
子
の
魂
」
を
、
今
の
発
達
心
理
学
な
ど
で
言
わ
れ
て
い
る

言
葉
に
置
き
換
え
ま
す
と
、
ま
ず
安
心
感
。
こ
れ
が
何
よ
り

必
要
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
基
本
的
信
頼
感
、
自
己
肯
定
感
、

そ
し
て
安
定
し
た
愛
着
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
ひ
っ
く
る

め
て
「
三
つ
子
の
魂
」
と
私
は
考
え
た
の
で
す
。
親
か
ら
守

ら
れ
て
暴
力
を
受
け
な
い
と
い
う
安
心
感
の
中
で
、
親
に
対

し
て
安
定
し
た
愛
着
が
育
っ
て
、
そ
の
人
を
信
頼
し
て
、
自

分
は
大
切
な
存
在
だ
と
い
う
自
己
肯
定
感
が
育
つ
、
そ
れ
が

健
全
な
「
三
つ
子
の
魂
」
な
の
で
す
。

四
．
豊
か
な
家
庭
環
境
構
築
の
た
め
に

1
．
基
本
的
理
解
─
家
族
の
進
化
的
基
盤
：
約
四
三
〇
〇
種

存
在
す
る
哺
乳
類
の
中
で
は
、
人
類
の
乳
児
が
最
も
難
産
で

産
ま
れ
、
手
の
か
か
る
育
児
を
母
親
一
人
だ
け
で
行
う
の
は

と
て
も
無
理
な
の
で
、人
類
は
父
親
と
い
う
存
在
を
作
っ
て
、

家
族
が
協
力
し
て
共
同
育
児
す
る
よ
う
に
進
化
し
ま
し
た
。

決
し
て
母
親
一
人
だ
け
で
育
て
る
の
で
は
な
い
と
、
現
在
の

霊
長
類
学
や
乳
幼
児
の
諸
科
学
が
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

2
．
現
代
家
庭
の
問
題
点
：
今
日
の
日
本
で
は「
夫
は
仕
事
、

妻
は
家
庭
」
と
役
割
が
集
中
し
て
、「
夫
は
仕
事
」
で
死
に

そ
う
で
、「
妻
は
家
庭
」
に
縛
り
つ
け
ら
れ
た
状
態
に
な
っ

て
い
て
、
夫
と
父
親
が
家
庭
か
ら
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま

04親子
が
向
き
合
う
こ
と
の
で
き
る 

　
　
　
　
　

環
境
を
い
か
に
整
え
る
か
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六
．
終
わ
り
に

　

現
在
の
危
機
を
招
い
て
い
る
の
は
私
た
ち
の
生
活
環
境
の

破
壊
で
あ
り
、
破
壊
を
招
い
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
私
た
ち

大
人
な
の
で
す
。

　

し
か
し
同
時
に
家
庭
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
を
豊
か
に
で
き
る
能
力
も
大
人
は
持
っ
て
お
り
ま
す
。
地

球
温
暖
化
や
森
林
破
壊
と
い
っ
た
自
然
環
境
の
破
壊
を
食
い

止
め
る
た
め
に
、
数
多
く
の
人
々
が
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
よ
う
に
、
親
子
が
向
き
合
う
一
番
身
近
な
環
境
で

あ
る
家
庭
の
破
壊
を
防
ぐ
に
は
、
国
民
全
体
が
、
国
を
挙
げ

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
解
決
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。そ
れ
は
、

一
人
ひ
と
り
の
行
動
か
ら
始
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
地
球
環
境

の
中
で
も
子
ど
も
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
家
庭
環
境
を
守
ら

な
け
れ
ば
、
子
ど
も
を
守
れ
な
い
し
、
ひ
い
て
は
私
た
ち
自

身
を
守
れ
な
い
の
で
す
。

　

今
日
の
シ
ン
ポ
が
子
ど
も
の
環
境
を
豊
か
に
す
る
皆
様
方

の
行
動
に
つ
な
が
る
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
清
聴
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

私
は
ま
ず
、
理
学
部
生
物
学
教
室
で
動
物
生
態
学
・
環
境

生
物
学
を
専
攻
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
学
ん
だ
の
は
、
人
間
を

含
む
生
物
と
い
う
も
の
は
、
環
境
と
一
体
と
な
っ
て
い
て
、

地
球
環
境
に
適
応
し
て
進
化
し
た
と
い
う
生
物
観
で
し
た
。

そ
の
後
、
大
学
院
で
は
教
育
学
研
究
科
に
所
属
し
て
、
乳
幼

児
の
教
育
学
、
発
達
心
理
学
、
小
児
保
健
学
の
学
際
的
視
点

を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
児
童
施
設
職
員
に
な
っ
た
一
九
八
〇
年
代
の
後

半
、
私
は
虐
待
と
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
放
棄
）
の
被
害
を
受

け
た
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
親
た
ち
に
初
め
て
出
会
い
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
総
合
移
転
の
機
会
に
養
育
環
境

を
全
面
的
に
見
直
し
て
、
愛
着
関
係
の
重
視
や
豊
か
な
環
境

づ
く
り
に
努
め
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
を
向
上
さ
せ
る
実
践

に
取
り
組
ん
だ
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
里
親
を
含
む
社
会
的
養
護
に
つ
い
て
学

び
た
い
と
思
っ
て
施
設
を
退
職
し
た
私
は
、
短
期
大
学
保
育

科
の
教
員
と
な
り
、
施
設
で
の
実
践
研
究
を
ま
と
め
て
、
社

会
的
養
護
の
中
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
龍
谷
大
学

に
赴
任
後
の
二
〇
〇
四
年
か
ら
、
理
想
的
な
社
会
的
養
護
で

あ
る
国
際
児
童
福
祉
組
織
Ｓ
Ｏ
Ｓ
キ
ン
ダ
ー
ド
ル
フ
（
子
ど

も
の
村
）
を
日
本
に
導
入
す
る
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立

し
て
活
動
を
開
始
し
、
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
福
岡
市
の
グ

ル
ー
プ
が
、
二
〇
一
〇
年
に
日
本
で
最
初
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
子
ど
も

の
村
を
里
親
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
の
形
態
で
開
設
し
た
の
で

す
。
子
ど
も
の
心
身
の
健
全
な
発
達
に
と
っ
て
不
可
欠
な
、

養
育
者
と
い
う
人
間
環
境
や
家
庭
や
地
域
と
い
う
生
活
環
境

を
豊
か
に
し
て
、
不
幸
な
生
い
立
ち
の
子
ど
も
た
ち
に
幸
福

を
も
た
ら
す
営
み
、
そ
の
具
体
的
な
場
所
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
子
ど
も

の
村
な
の
で
す
。

　

現
在
私
は
、
滋
賀
県
大
津
市
の
野
外
保
育
（
せ
た
♪
森
の

よ
う
ち
え
ん
）
の
保
育
環
境
を
整
備
す
る
活
動
を
継
続
し
て

い
て
、
生
き
生
き
し
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
驚
く
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
木
に
登
っ
た
り
、
裸
足
で
遊
び
ま
わ
る
子

ど
も
た
ち
は
、
今
日
の
日
本
で
は“

絶
滅
危
惧
種”

な
の
で

す
が
、
環
境
を
整
え
れ
ば
、
す
ぐ
復
活
す
る
も
の
だ
と
教
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
環
境
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
遊
び
を

通
し
て
〝
生
き
る
力
＂
を
自
ら
育
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
人
間
は
地
球
環
境
を
破
壊
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
同
時
に
、環
境
を
豊
か
に
で
き
る
能
力
も
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
生
か
し
て
、
最
も
身
近
な
家
庭
環
境
を
豊
か
に
す
る

た
め
に
行
動
し
よ
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
日
の
シ
ン
ポ

が
、皆
様
方
の
行
動
に
つ
な
が
る
よ
う
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

す
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
子
育
て
中
の
母
親
の
育
児
不

安
や
ス
ト
レ
ス
は
と
て
も
大
き
く
、
一
方
で
仕
事
に
追
わ
れ

る
父
親
の
ス
ト
レ
ス
も
高
く
、
家
庭
で
の
夫
婦
関
係
と
親
子

関
係
の
悪
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

3
．
親
子
が
向
き
合
え
る
家
庭
に
な
る
た
め
に
：
ま
ず
、
動

物
界
で
最
も
難
産
で
育
児
に
手
の
か
か
る
人
類
に
お
い
て

は
、
夫
と
父
親
を
家
庭
に
取
り
戻
し
、
夫
婦
円
満
な
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
が
何
よ
り
求
め
ら
れ
ま
す
。
せ
め
て
、
出
産

前
か
ら
出
産
後
の
数
か
月
は
父
親
が
残
業
し
な
い
、
出
張
に

行
か
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
勤
務
先
の
理
解
と
協
力
が
欲
し

い
も
の
で
す
。
ま
た
、
三
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
で

は
、
父
母
の
残
業
や
転
勤
を
控
え
た
り
、
通
勤
時
間
が
短
く

て
す
む
よ
う
な
住
宅
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
一
方
、
育
児
中
の
母
親
に
と
っ
て
は
、
育
児

だ
け
が
人
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
や
趣
味
、
そ
し
て
友

人
関
係
の
中
で
、
一
人
の
人
間
と
し
て
生
き
て
い
る
の
で
す
。

母
親
が
わ
が
子
か
ら
離
れ
て
ほ
か
の
人
に
委
ね
る
、
こ
れ
が

共
同
育
児
の
一
種
で
す
。
日
中
わ
が
子
を
保
育
所
に
預
け
た

女
性
が
勤
務
を
こ
な
し
て
給
料
を
も
ら
っ
て
税
金
を
払
っ
て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
国
や
自
治
体
が
保
育
施
設
の
充
実
を
図
る
と

い
っ
た
在
り
方
を
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

五
．
実
践
例

1
．
広
島
の
乳
幼
児
ホ
ー
ム

　

私
が
勤
務
し
て
い
た
広
島
乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
：
広

島
修
道
院
で
は
、
養
育
環
境
を
全
面
的
に
見
直
し
、
愛
着
関

係
を
重
視
す
る
乳
幼
児
一
貫
養
育
の
体
制
を
と
っ
た
乳
幼
児

ホ
ー
ム
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
言
葉
を
は
じ
め
と

し
て
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
発
達
が
向
上
し
た
の
で
す
。
子

ど
も
と
養
育
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
か
に
な
れ

ば
、
愛
着
が
深
ま
り
、
基
本
的
信
頼
と
自
己
肯
定
感
が
育
ち
、

そ
れ
に
よ
っ
て
心
身
の
発
達
が
進
ん
だ
と
解
釈
で
き
ま
す
。

社
会
的
養
護
の
対
象
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
環
境
を
豊
か
に

す
る
必
要
性
を
改
め
て
主
張
し
ま
す
。

2
．
国
際
児
童
福
祉
組
織
Ｓ
Ｏ
Ｓ
子
ど
も
の
村

　

そ
の
後
私
は
、
国
際
児
童
組
織
Ｓ
Ｏ
Ｓ
子
ど
も
の
村
を
日

本
に
導
入
す
る
と
い
う
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
里
親

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
と
い
う
形
を
と
っ
て
、
一
人
の
母
親
代

わ
り
の
女
性
が
、
四
、五
人
の
子
ど
も
を
一
戸
建
て
の
家
で

育
て
ま
す
。
そ
の
家
が
十
数
軒
集
ま
っ
て
、
村
つ
ま
り
生
活

共
同
体
を
形
成
し
て
い
る
の
が
子
ど
も
の
村
で
す
。

　

日
本
で
は
二
〇
一
〇
年
に
福
岡
市
に
で
き
ま
し
た
。
続
い

て
、
二
〇
一
四
年
に
は
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
に
な
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
た
め
の
子
ど
も
の
村
が
仙
台
市
に
で
き
て
広
が

り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
組
織
の
特
徴
は
、
財
源
の
半

分
は
市
民
か
ら
の
寄
付
、
あ
る
い
は
企
業
か
ら
の
献
金
で
ま

か
な
っ
て
い
て
、
市
民
と
社
会
が
社
会
的
養
護
の
子
ど
も
た

ち
を
支
え
る
と
い
う
新
し
い
形
と
言
え
ま
す
。

3
．
滋
賀
県
の
都
市
公
園
で
の
森
の
よ
う
ち
え
ん

　

野
外
保
育
、
森
の
よ
う
ち
え
ん
の
取
り
組
み
で
は
、
こ
れ

ま
で
大
人
た
ち
が
奪
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
環
境
を

豊
か
に
す
る
発
想
の
も
と
に
、
そ
の
た
め
の
森
の
整
備
に
取

り
組
ん
だ
の
で
す
。
森
の
中
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
木
登
り

と
か
動
植
物
を
採
っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
取
っ
組
み
合
っ
て
身

体
的
遊
び
を
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
霊
長
類
の
特
徴
で
も
あ
る

の
で
す
。
動
物
と
し
て
の
幼
児
た
ち
が
、
本
能
的
な
行
動
を

表
せ
る
制
約
の
な
い
環
境
が
森
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

保
育
者
を
信
頼
し
て
、
自
由
な
活
動
を
行
う
中
で
、
自
分
に

対
す
る
自
信
、
自
己
肯
定
感
が
育
っ
て
い
る
の
で
す
。

乳幼児ホーム
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畠
中　

社
会
的
養
護
、
特
に
施
設
養
護
の
職
員
の
育
成
に
必

要
な
こ
と
は
と
い
う
質
問
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

阪
野　

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
あ
っ
て
、
そ
し
て
一
緒
に
考

え
て
、
一
緒
に
悩
ん
で
、
一
緒
に
泣
い
て
、
そ
う
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
子
ど
も
た
ち
は
共
感
的
な

理
解
、
こ
ん
な
俺
で
え
え
の
か
っ
て
い
う
こ
と
を
繰
り
返

し
言
っ
て
く
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
お
前
で
え
え
ん

や
で
っ
て
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
、
お
互
い
の
関
係
性
の

中
で
そ
れ
を
伝
え
て
い
く
、
こ
れ
が
社
会
的
養
護
に
お
け

る
施
設
養
護
の
職
員
の
専
門
性
と
い
う
よ
う
に
認
識
し
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
養
成
の
段
階
か
ら
い
か
に
伝

え
理
解
を
さ
せ
る
の
か
で
す
ね
。

畠
中　

木
村
先
生
は
い
か
が
で
す
か

木
村　

子
育
て
全
般
に
対
す
る
専
門
性
が
す
ご
く
求
め
ら
れ

て
い
て
、
家
族
へ
の
支
援
や
地
域
の
子
育
て
力
の
向
上
と

い
っ
た
本
当
の
意
味
で
の
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が

一
援
助
者
に
す
ご
く
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
時
代
だ
な

と
感
じ
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
現
代
社
会
の
中
で
家
族
関

係
が
複
雑
化
し
て
い
る
の
で
、
家
族
へ
の
支
援
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
い
つ
の
時
代
で
も
、
こ
う
や
っ

た
ら
う
ま
く
い
く
と
い
う
正
し
い
答
え
が
な
い
と
こ
ろ

で
、
目
の
前
に
い
る
子
ど
も
や
家
族
と
つ
な
が
っ
て
同
じ

場
に
生
き
な
が
ら
援
助
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
が
一
番
し
ん
ど
い
。
他
者
と
つ
な
が
っ

て
生
き
て
い
く
力
み
た
い
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
全
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
て
る
と
い
う
の
は
決
し
て

社
会
の
た
め
で
は
な
く
て
、
逆
に
社
会
の
流
れ
に
の
み
込

ま
れ
な
い
た
め
に
私
た
ち
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
自
分
ら
し
さ

を
育
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

畠
中　

保
護
観
察
所
が
各
機
関
と
連
携
を
取
る
と
い
う
例
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

廣
井　

電
話
が
か
か
っ
て
く
る
と
間
仕
切
り
の
な
い
ワ
ン
フ

ロ
ア
に
い
る
各
機
関
の
人
た
ち
が
同
じ
情
報
を
共
有
で
き

る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
一
人
の
少
年
に
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、
児
相
、
保
護
観
察
所
、
み
ん
な
が
共
同
で
そ
こ
に

同
席
し
て
面
接
を
す
る
。
み
ん
な
が
見
守
っ
て
い
る
ん
だ

よ
っ
て
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

畠
中　

非
行
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
自
助
グ
ル
ー
プ
の

こ
と
を
も
う
少
し
お
願
い
し
ま
す
。

廣
井　

ウ
ェ
ブ
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
番
号
に
電
話
を
す
る

と
、
と
に
か
く
何
の
批
判
も
し
な
い
で
「
お
母
さ
ん
よ
く

頑
張
っ
て
き
た
ね
」
と
聞
い
て
く
だ
さ
る
の
が
あ
り
が
た

か
っ
た
と
。そ
こ
に
月
例
会
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
が
、

そ
こ
に
出
か
け
る
に
も
時
間
が
か
か
る
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
と
い
い
ま
す
の
は
、
わ
が
子
が
非
行
の
問
題
を
持
っ

て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
自
分
の
中
で
落
と
し
込
む
ま

で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
出
か
け

て
行
き
、
お
話
し
を
さ
れ
る
と
「
お
母
さ
ん
頑
張
っ
て
る

ね
」
と
か
「
子
ど
も
さ
ん
も
結
構
や
る
じ
ゃ
な
い
」
と
い

う
よ
う
な
言
葉
も
も
ら
え
る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
今
ま

で
思
い
込
ん
で
い
て
本
当
に
も
う
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
い

か
な
く
な
っ
た
関
係
に
少
し
緩
み
が
出
て
く
る
ん
で
す
。

畠
中　

い
ま
ま
で
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
少
年
事
件
に
つ
い

総
　
合
　
討
　
論

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
畠
中 

宗
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
西
福
祉
科
学
大
学 

教
授

て
は
い
か
が
で
す
か
。

廣
井　

私
が
ほ
と
ん
ど
初
め
て
関
わ
っ
た
よ
う
な
、
も
う
何

十
年
も
前
の
こ
と
な
ん
で
す
。
い
ま
だ
に
覚
え
て
い
る
の

は
恐
喝
と
暴
行
と
い
う
非
行
名
の
一
六
歳
の
男
の
子
で
し

た
。
中
学
を
卒
業
し
て
働
き
だ
し
た
け
れ
ど
続
か
な
い
。

そ
の
事
件
が
起
き
た
時
期
っ
て
い
う
の
は
入
学
を
前
に
し

た
春
休
み
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
な
ぜ
か
制
服
を
着
た
男
の

子
ば
っ
か
り
狙
っ
て
い
た
ん
で
す
。
お
金
出
せ
と
、
お
金

を
出
さ
な
か
っ
た
ら
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
突
っ
込
ん
で
取
る
と

い
う
こ
と
を
十
数
件
や
っ
て
ま
し
た
。
た
だ
、
だ
ん
だ
ん

悪
く
な
っ
て
い
っ
た
っ
て
い
う
よ
り
、
い
き
な
り
ば
ん
と

出
て
き
た
感
じ
だ
っ
た
の
で
、
や
っ
ぱ
り
何
か
原
因
が
あ

る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
裁
判
所
は
少
年
と

親
御
さ
ん
と
別
々
に
会
っ
た
ん
で
す
が
、
親
御
さ
ん
、
お

父
さ
ん
に
お
会
い
し
た
ら
前
歯
が
欠
け
て
い
た
ん
で
す

よ
。「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
、
そ
れ
は
」
っ
て
お
聞
き
し

た
ら
、「
息
子
に
殴
ら
れ
た
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
少
年

に
会
っ
て
お
父
さ
ん
を
殴
っ
た
ん
だ
っ
て
？
っ
て
話
を
し

た
ら
、
本
人
が
泣
き
な
が
ら
訴
え
た
の
は
「
お
父
さ
ん
は

自
分
は
お
酒
ば
っ
か
り
飲
ん
で
る
く
せ
に
僕
に
は
シ
ン

ナ
ー
を
吸
う
な
と
言
っ
た
」
っ
て
い
う
こ
と
で
、
家
庭
の

中
に
大
変
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
ん
で

す
が
、
そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
こ
の
子
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
通
じ
る
も
の
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
い
う

感
じ
が
し
て
き
ま
し
た
。
周
り
か
ら
は
も
う
そ
ん
な
に
た

く
さ
ん
悪
い
こ
と
や
っ
て
る
ん
な
ら
施
設
に
行
っ
て
も
仕

方
が
な
い
と
い
う
よ
う
な
話
も
出
て
い
ま
し
た
が
、
家
庭

裁
判
所
は
審
判
で
正
式
に
決
ま
る
前
に
補
導
委
託
と
い
う

こ
と
で
民
間
に
数
カ
月
預
か
っ
て
も
ら
っ
て
最
終
的
に
結

論
を
出
す
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
彼
の
場

合
に
は
あ
る
商
売
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
お
預
け
し
た

ん
で
す
。
そ
こ
の
商
売
を
さ
れ
て
い
る
方
が
彼
の
お
父
さ

ん
と
は
真
逆
の
非
常
に
男
性
的
な
し
っ
か
り
し
た
方
で
、

彼
の
こ
と
を
う
ん
と
見
込
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
数
カ
月
働

く
と
、
随
分
落
ち
着
い
て
き
て
、
結
果
と
し
て
今
ま
で
通

り
家
の
中
で
生
活
を
し
な
が
ら
保
護
観
察
と
い
う
指
導
を

受
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
収
ま
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
。

　
　

こ
う
い
う
子
ど
も
の
育
ち
と
い
う
こ
と
を
語
る
と
き
に

何
か
や
っ
ぱ
り
大
変
な
家
庭
で
育
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ

の
先
い
っ
た
い
未
来
は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ

と
に
い
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
何
か
の
出
会
い
で
変

わ
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
が
す
ご
く
印
象
に

残
り
ま
し
た
。

畠
中　

共
同
養
育
に
つ
い
て
も
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

金
子　

女
性
二
人
で
も
い
い
ん
で
す
、
男
性
二
人
で
も
い
い

ん
で
す
、
あ
る
い
は
三
人
、
四
人
で
も
い
い
ん
で
す
。
つ

ま
り
二
人
以
上
と
い
う
こ
と
が
大
事
な
ん
で
す
よ
。
一
人

だ
け
、
そ
れ
も
母
親
だ
け
に
押
し
つ
け
る
の
は
お
か
し
い

と
い
う
主
張
な
ん
で
す
。
人
類
は
出
現
以
来
何
百
万
年
で

す
よ
、
何
百
年
じ
ゃ
な
い
で
す
、
何
百
万
年
ず
っ
と
や
っ

て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
お
か
し
く
し
た
の
が
近
代
社
会

と
言
っ
て
も
い
い
で
す
ね
。

畠
中　

養
成
の
課
題
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

金
子　

施
設
の
子
ど
も
、
里
親
さ
ん
の
子
ど
も
で
も
本
当
に

ひ
ね
く
れ
て
ま
す
。
腹
が
立
つ
よ
う
な
言
動
も
し
ま
す
。

初
め
て
会
っ
て
こ
の
ば
か
と
か
、
変
な
お
っ
さ
ん
と
か
言

わ
れ
る
ん
で
す
よ
。
つ
ま
り
正
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
非
常
に

難
し
い
で
す
、
や
っ
ぱ
り
心
の
傷
も
あ
る
し
。
親
も
さ
ら

に
難
し
い
で
す
ね
。
こ
れ
を
四
年
制
大
学
出
た
新
卒
の

人
、
あ
る
い
は
短
大
、
専
門
学
校
の
人
に
任
せ
る
こ
と
は

ま
ず
で
き
ま
せ
ん
。
じ
ゃ
あ
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。
Ｓ
Ｏ

Ｓ
子
ど
も
の
村
と
い
う
国
際
組
織
が
や
っ
て
い
る
職
員
養

成
で
、
こ
の
仕
事
を
す
る
前
に
厳
し
い
選
考
を
経
て
適
性

の
あ
る
人
を
選
ん
で
、
そ
の
人
た
ち
を
一
年
半
か
二
年
間

養
成
さ
せ
ま
す
。
養
成
学
校
も
あ
る
ん
で
す
。
短
期
大
学
、

保
育
専
門
学
校
で
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
、
ネ
グ
レ

ク
ト
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
の
心
理
的
特
性
、
そ
れ
か
ら

心
理
療
法
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
徹
底
的
に
学
び
ま
す
。

講
義
と
、
そ
し
て
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
料
理
の
仕
方
と

か
、
家
事
全
般
の
こ
と
で
す
ね
。
栄
養
の
勉
強
も
し
ま
す

し
、
そ
れ
か
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
し
ま
す
。
つ
ま
り

子
ど
も
た
ち
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
こ
と
を
講
義
、
実

技
、
あ
る
い
は
実
習
で
す
る
ん
で
す
ね
。
特
筆
す
べ
き
こ

と
は
実
習
が
約
一
年
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ほ
か
の
子

ど
も
の
家
に
行
っ
て
補
佐
の
役
割
を
約
一
年
間
す
る
。
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
や
っ
て
初
め
て
い
ろ
ん
な
問
題
を
抱
え

た
子
ど
も
た
ち
に
対
応
で
き
る
わ
け
で
す
。
職
員
を
育
て

る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
難
し
く
て
、
時
間
が
か
か
る
こ

と
な
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
お
金
も
か
か
る
こ
と
で
す
。
そ

れ
だ
け
の
時
間
と
お
金
を
か
け
て
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

と
。
そ
し
て
一
番
被
害
に
遭
う
の
は
子
ど
も
た
ち
な
ん
で

す
よ
。

畠
中　

阪
野
さ
ん
か
ら
は
児
相
と
司
法
の
役
割
分
業
、
つ
ま

り
子
ど
も
を
引
き
離
す
役
割
は
き
ち
ん
と
司
法
で
や
っ
て

い
た
だ
い
て
、
家
族
の
再
統
合
と
い
っ
た
テ
ー
マ
は
、
児

相
が
分
担
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
提
案
を
戴
き
ま
し

た
。
廣
井
さ
ん
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
少
年
事
件
の
具
体
的

な
デ
ー
タ
か
ら
、
実
は
減
少
し
て
い
る
と
。
し
か
し
、
再

ひ
と
・
健
康
・
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
5  

大
阪
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非
行
率
は
増
え
て
い
る
ん
だ
と
。
そ
こ
に
着
眼
し
て
見
て

い
く
と
、
や
は
り
貧
困
、
そ
し
て
保
護
者
の
長
時
間
労
働
、

さ
ら
に
は
時
間
的
余
裕
の
な
さ
、
そ
し
て
ネ
グ
レ
ク
ト
と

い
う
、
そ
う
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
見
え
て
く
る
。
さ
ら

に
フ
ラ
ッ
ト
な
親
子
関
係
が
子
ど
も
た
ち
か
ら
見
た
ら
、

や
っ
ぱ
り
き
ち
ん
と
叱
っ
て
く
れ
る
親
と
か
、
頼
れ
る
も

の
を
求
め
て
の
深
夜
の
徘
徊
で
は
な
い
か
と
い
う
一
つ
の

解
釈
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
社
会
も
子
ど
も
た
ち
を
ネ

グ
レ
ク
ト
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
社
会
と
つ
な
が
っ
て

い
な
い
親
に
専
門
家
が
い
ろ
ん
な
助
言
を
す
る
と
、
そ
れ

が
す
ご
く
ス
ト
レ
ス
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
さ
ら

に
家
族
と
つ
な
が
っ
て
い
な
い
子
ど
も
、
逆
に
こ
れ
は
親

の
い
ろ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
ス
ト
レ
ス
に
な
る
。
悪
循
環

で
す
ね
。
だ
か
ら
き
ち
ん
と
つ
な
が
り
や
関
係
を
作
り
上

げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
で
き
て
い
か
な
い
と
、
こ
う

い
っ
た
問
題
も
解
決
に
は
な
か
な
か
道
が
遠
い
と
い
う
よ

う
に
も
読
み
取
れ
ま
し
た
。
木
村
さ
ん
の
報
告
は
こ
う

い
っ
た
現
状
を
前
提
に
し
て
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
い

う
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
福
祉
の
領
域
で
出
て
き
た
概
念

で
す
け
ど
も
、
保
護
や
措
置
の
対
象
と
し
て
考
え
ら
れ
た

福
祉
観（
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
）か
ら
、も
っ
と
自
己
実
現
と
か
、

そ
う
い
う
も
の
も
き
ち
ん
と
そ
の
中
に
含
み
込
ん
だ
概
念

と
し
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
金
子

さ
ん
は
す
ご
く
具
体
的
な
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
運
動
や
森
を
造
る
運

動
と
か
、ま
さ
に
実
践
を
具
体
的
に
お
話
し
い
た
だ
い
て
、

環
境
を
い
か
に
整
え
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
長

い
時
間
軸
の
中
で
人
間
の
進
化
み
た
い
な
も
の
を
き
ち
ん

と
捉
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
　

い
く
つ
か
共
通
の
課
題
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
無
関
心
が
ネ
グ
レ
ク
ト
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
。
全

体
に
共
通
す
る
も
の
が
関
係
性
と
か
つ
な
が
り
で
す
ね
。

こ
う
い
っ
た
も
の
を
今
の
社
会
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

経
済
に
依
拠
し
た
議
論
が
世
の
中
で
は
一
般
的
で
す
の

で
、や
っ
ぱ
り
そ
の
中
で
人
と
の
つ
な
が
り
と
か
関
係
性
、

こ
う
い
っ
た
も
の
が
も
う
一
回
再
構
築
さ
れ
て
い
か
な
い

限
り
、
子
ど
も
の
未
来
と
い
い
ま
す
か
、
こ
う
い
っ
た
も

の
に
は
明
る
い
展
望
を
作
れ
な
い
。
特
に
情
緒
の
問
題
と

か
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
も
そ
う
で
す
け
ど
も
、
こ
の
情

緒
関
係
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
き
ち
ん
と
形

成
さ
れ
て
い
く
の
か
、
こ
の
辺
が
今
の
社
会
の
在
り
方
で

本
当
に
育
っ
て
い
く
の
か
、
そ
う
い
う
問
い
だ
と
思
う
ん

で
す
ね
。

畠
中　

そ
れ
で
は
、
報
告
者
同
士
で
質
問
が
あ
れ
ば
？

廣
井　

人
っ
て
い
う
も
の
は
そ
も
そ
も
集
団
行
動
す
る
よ
う

な
特
性
を
生
得
的
に
身
に
つ
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

金
子　

は
い
。
簡
単
に
言
い
ま
す
と
進
化
プ
ラ
ス
文
化
で
す
。

進
化
的
基
盤
が
あ
っ
て
、
人
類
は
い
ろ
ん
な
武
器
を
持
っ

て
い
な
い
で
す
よ
ね
。
鋭
い
歯
と
か
爪
と
か
持
っ
て
い
な

い
か
ら
、
ほ
か
の
外
敵
と
戦
う
た
め
に
は
力
を
合
わ
せ
な

い
と
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
そ
う

い
っ
た
共
同
す
る
社
会
性
を
持
つ
生
物
と
し
て
存
在
し
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
の
基
盤
に
立
っ

て
人
間
は
文
化
を
作
っ
て
、
結
婚
と
い
う
制
度
も
作
り
ま

し
た
。
だ
か
ら
生
物
学
的
な
基
盤
で
す
べ
て
が
説
明
で
き

る
わ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
進
化
だ
け
で
説
明
で
き
ま
せ

ん
…
。
動
物
園
で
飼
育
し
た
お
サ
ル
さ
ん
が
母
親
に
な
っ

た
と
き
、
多
く
は
わ
が
子
を
育
て
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
動
物

園
の
飼
育
員
が
代
わ
り
に
育
て
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
れ

は
動
物
園
の
中
で
は
そ
う
い
っ
た
ほ
か
の
サ
ル
が
育
児
す

る
場
面
を
見
る
こ
と
が
な
い
。
つ
ま
り
学
習
し
て
い
な
い

わ
け
で
す
ね
。
つ
ま
り
そ
う
い
っ
た
ケ
ア
を
学
習
し
な
い

と
生
得
的
に
持
っ
て
い
る
も
の
も
き
ち
ん
と
し
た
か
た
ち

で
出
て
こ
な
い
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
人
間
に
も
当
て
は
ま

る
で
し
ょ
う
。
今
、
母
親
、
父
親
に
な
っ
て
い
る
人
が
ほ

か
の
人
の
子
育
て
を
見
て
い
る
か
、
小
さ
い
子
ど
も
と
ふ

れ
合
っ
て
経
験
し
て
い
る
か
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
動
物

園
で
育
っ
た
お
サ
ル
さ
ん
と
近
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

で
す
か
ら
こ
こ
で
は
生
得
的
な
も
の
と
学
習
的
な
も
の
、

こ
れ
も
や
っ
ぱ
り
併
せ
て
考
え
な
い
と
人
間
理
解
に
は
結

び
つ
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

阪
野　

施
設
、
里
親
で
で
き
る
こ
と
は
た
か
が
知
れ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
皆
さ
ん
お
一
人
お
一
人
が
社
会
と
し
て
の

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
の
養
護
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い

た
だ
く
と
き
に
、
施
設
を
出
た
あ
と
の
子
ど
も
た
ち
に
い

ろ
ん
な
か
た
ち
で
の
サ
ポ
ー
ト
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い

た
だ
け
る
と
、
社
会
的
養
護
と
い
う
も
の
は
成
り
立
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

畠
中　

鷲
田
清
一
先
生
が
『
老
い
の
空
白
』
で
、
老
い
と
か

の
「
経
験
が
価
値
を
失
う
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
成
熟
が

意
味
を
失
う
こ
と
だ
。
さ
ら
に
は
成
熟
が
意
味
を
失
う
と

い
う
こ
と
は
「
大
人
」
に
な
る
こ
と
の
意
味
が
見
え
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
だ
」（
五
五
頁
）。
そ
し
て
大
人
に
な
る

こ
と
の
意
味
が
見
え
な
い
社
会
に
い
っ
た
い
未
来
は
あ
る

の
だ
ろ
う
か
と
。
若
者
た
ち
が
未
来
に
希
望
を
持
て
ず
孤

独
化
し
て
い
る
の
は
、
老
い
や
経
験
が
意
味
を
失
っ
た
社

会
で
は
「
大
人
」
に
な
る
意
味
が
見
い
だ
せ
な
く
な
っ
て

い
る
か
ら
で
は
な
い
の
か
と
。
こ
こ
で
老
い
と
か
経
験
、

こ
れ
が
そ
の
価
値
を
失
う
、
こ
れ
ら
は
生
産
的
課
題
達
成

型
の
価
値
観
と
対
抗
す
る
価
値
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
な

り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
世
界
が
生
産
的
で
課
題
達
成
型
の

価
値
観
に
覆
わ
れ
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
価
値
を
無
価
値
化

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
子

ど
も
の
希
望
は
こ
の
価
値
の
比
重
を
少
し
低
下
さ
せ
て
、

関
係
性
と
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
価
値
に
少
し
だ
け
シ
フ

ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
。
こ
れ
が
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
結
論
に
な
っ
て
い
く
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

　
　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　本コラムの連載も 1 年 4 回を終えたので、テーマを一巡した
ことにして、ふたたび温泉に戻ることにする。温泉には人さま
ざまな評価基準があるというのは、初回で述べたことであるが、
私としては、そこで少し触れていた景観にこだわっている。つ
まり、通常は露天風呂になるが、そこから景色を楽しめる温泉
である。
　最近の熊本地震との関係もあって、何よりも思い出すのは熊
本県玉名市の山腹にある草枕温泉である。玉名地域は活断層の
北にあり、報道からは地震の大
きな被害はなかったように思える。
この温泉の露天風呂は有明海を見
渡す位置にあり、しかもそこでは、
その向こうに雲仙岳がそびえる雄
姿を楽しむことができる。まさに
絶景である（写真）。
　この温泉名の由来は、小説『草
枕』にある。その有名な冒頭の文
章、「智に働けば角が立つ。情に掉
させば流される。意地を通せば窮
屈だ。兎角に人の世は住みにくい」
は、受験勉強をした人であれば、誰もが記憶に留めていること
であろう。しかし、その小説の謎の女主人公が、玉名市と熊本
市の境界の村である天水の住人がモデルであったことは、それ
ほど周知ではない。
　そして、そのモチーフは作者である夏目漱石がその地、玉名
市天水町にある小天（おあま）温泉を訪れていたことから、生
み出されたのである。小天温泉にある温泉宿の那古井館は、戦
後になって小説にちなんで変更された館名だそうだが、漱石が
滞在した温泉宿はその近くにある前田家別邸である。これら旧
跡が散在する旧来の地区は内陸に入った場所にあるが、当の草
枕温泉はそこから離れて、有明海を見渡せる西側の山腹にある。
　そこから眺望絶佳、雲仙普賢岳の威容を楽しめるといいたい
ところだが、1996 年以来、雲仙岳の最高峰は、1359 メート
ルの普賢岳から 1486 メートルの平成新山（写真）に変更された。
それは 1991 年、例の普賢岳の噴火で出来上がったまさに平成

の新山であり、噴火の収まった 96 年に命名されたという。当
時の災害は、むしろ大火砕流が報道関係者や火山学者など計 43
名の死者・行方不明者をもたらしたことで、人々の記憶に留まっ
ている。
　この雲仙岳も火山であることから、温泉となじみが深い。そ
もそも、ウンゼンの戦前の表記は「温泉」であったらしく、ま
さにその山は豊かな温泉地を山裾や山腹に擁していることを意
味している。さらに興味深いことに、雲仙岳のある天草半島は

熊本側の有明海と長崎側の橘湾に
囲まれているが、橘湾は火山性の
カルデラであるという有力学説が
あるらしい。だとすれば、橘湾は
鹿児島の錦江湾の北部に相当する
姶良（あいら）カルデラと同じ地
形となり、雲仙岳は桜島と同様の
カルデラの外輪山ということにな
る。
　雲仙と表記したのは、その地が
国立公園に指定されたことを契機
にしていたが、1934 年の最初の

指定は、瀬戸内海と霧島とともに 3 か所同時になされたのであっ
た。その 2 か所が九州のカルデラ地域であって、日本の景観が
火山に結びついている証しでもある。これに結びつくのが温泉
で、それは橘湾のカルデラに関係している。これは千々石（ち
ぢわ）カルデラと呼ばれるが、それは島原半島西海岸の雲仙市
千々石町の地下にマグマ溜まりがあるからで、ここから熱源が
普賢岳に供給されるのだが、同じ雲仙市の小浜などの温泉郷の
熱源もここにあるという。こ
のタイプの温泉は、火山と地
下でつながっている。
　景観と文学と火山をめぐる
温泉の三題咄である。

温泉の三題咄

第5回

理　事　竹
たけ

下
した

　賢
けん

1946 年京都市生まれ。1972 年京都大学法学部卒業、同大学法学研究科入学。
1977 年関西大学法学部専任講師、1980 年同大学法学部助教授を経て、1987 年同
大学法学部教授。他に日本法哲学会理事長、関西大学副学長を歴任。現在は長岡京市
教育委員（2005 年～）、温泉学会会長（2007 年～）。専門分野は法哲学、環境法思想。

プロフィール

草枕温泉てんすい全景

平成新山

ひ
と
・
健
康
・
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
5  

大
阪
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〈
ひ
と
〉  

鷲
田 

清
一

京
都
市
立
芸
術
大
学 

学
長

未
来
は
多
様
な

 
文
脈
で
存
在
す
る

明
確
な
対
立
の
構
図
か
ら�

見
え
に
く
い
時
代
へ

—
—

先
生
が
生
き
て
こ
ら
れ
た
時
代
や
社
会
を
振
り
返
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
感
想
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

鷲
田 

難
し
い
質
問
で
す
ね
（
笑
）
二
〇
世
紀
の
終
わ

り
に
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
る
あ
た
り
ま
で
は
、
経
済
・
政

治
・
思
想
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
分
野
に
も
、
対
立
の
構

図
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
一
九
八
九

年
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
す
る
ま
で
の
、
資
本
主
義

体
制
と
社
会
主
義
体
制
の
対
立
で
す
。
こ
れ
は
非
常
に

明
確
で
し
た
。

　

一
九
八
九
年
に
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
が
崩
壊
し
た
と

き
か
ら
、
以
後
、
政
治
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
対
立
も

弱
ま
っ
て
、
い
よ
い
よ
平
和
に
近
づ
く
か
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ま
す
ま
す
暴
力
的
な
対
立
が
噴

き
出
し
始
め
て
、
世
界
が
い
っ
そ
う
流
動
化
し
、
混
沌

と
し
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
対
立
の
軸
が
錯
綜

し
て
い
て
、
見
え
に
く
い
時
代
に
な
っ
た
と
い
う
感
覚

は
あ
り
ま
す
ね
。

　

経
済
で
い
え
ば
、
バ
ブ
ル
の
頃
ま
で
は
、
リ
ア
ル
な

経
済
と
バ
ー
チ
ャ
ル
な
経
済
の
違
い
が
肌
で
感
じ
ら
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
は
、
昔
は
中
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流
が
一
番
多
く
、
社
会
の
９
割
以
上
を
占
め
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
な
の
に
、
そ
の
中
流
が
縮
小
し
て
、
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
貧
富
や
「
希
望
」
の
格
差
が
出
て
く

る
と
は
、
当
時
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

二
十
世
紀
の
終
わ
り
に
「
貧
困
」
と
い
う
言
葉
が
、

世
界
を
考
え
る
と
き
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
に
な
る

な
ど
と
は
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。昔
か
ら
、

第
三
世
界
の
貧
困
い
う
の
は
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た

が
、
先
進
国
の
中
で
貧
困
と
い
う
問
題
が
浮
上
し
て

く
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
を
明
確
に
予
測
で
き
た
人

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。難
し
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

差
異
の
境
界
領
域
で
問
題
が
浮
上

─
─
現
代
人
、
あ
る
い
は
現
代
社
会
に
つ
い
て
い
か
が
で

す
か
。

鷲
田 

今
日
は
難
し
い
質
問
ば
か
り
で
す
ね
（
笑
）　

先
程
の
回
答
と
重
な
る
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
と
比
べ
て
、
時
代
の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
が
見
え

に
く
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

現
代
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
異
の
境
界
領
域
が
変
化
し

て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
性
差
を

め
ぐ
っ
て
、「
男
性
的
／
女
性
的
」
と
い
う
よ
う
な

こ
れ
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
捉
え
ら
れ
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
世
代
に
お
け
る
大
人
と
子
ど
も
の
差
異

も
そ
う
で
す
。
一
億
総
幼
児
化
と
も
言
え
る
よ
う
な

今
の
社
会
の
中
で
、
大
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
意

味
も
非
常
に
見
え
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
医
療
の
分
野
に
お
い
て
は
、
生
と
死
の
差
異
、

健
康
と
病
い
の
差
異
が
、
技
術
の
進
化
に
よ
っ
て
ま

る
で
操
作
可
能
か
の
よ
う
に
流
動
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
社
会
に
お
け
る
中
央
と
地
方
と
い

う
差
異
に
お
い
て
は
、
そ
の
関
係
性
の
意
味
が
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
町
方
と
地
方
（
じ

か
た
）
と
が
、
食
材
や
物
資
、
人
材
の
循
環
を
さ
せ

て
い
た
の
で
す
が
、
現
代
で
は
中
央
と
地
方
（
ち
ほ

う
）
と
の
対
立
が
前
面
化
し
て
き
て
、「
地
方
」
の

意
味
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、現
代
、さ
ま
ざ
ま
な
対
立
が
ひ
じ
ょ

う
に
流
動
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
時
代
の
転
換
期
と

い
う
の
は
い
つ
も
そ
う
で
す
が
。

臨
床
哲
学
と
は
当
事
者
と
一
緒
に�

考
え
る
こ
と

─
─
先
生
は
臨
床
哲
学
と
い
う
分
野
を
開
拓
さ
れ
て
、
多

様
な
活
動
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
け
ど
も
、
い
つ

も
ど
う
い
っ
た
想
い
で
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
ん
で
し
ょ

う
か
。

鷲
田 

臨
床
哲
学
（
ク
リ
ニ
カ
ル
・
フ
ィ
ロ
ソ

フ
ィ
ー
）と
い
う
の
は
よ
く
誤
解
さ
れ
る
の
で
す
が
、

医
療
の
哲
学
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
根
本
に
あ
る

の
は
学
問
と
社
会
の
関
係
で
す
。
臨
床
は
ク
リ
ニ
ッ

ク
や
ク
リ
ニ
カ
ル
と
も
言
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
が

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
と
い
う
意
味
で
す
。
つ
ま
り
、
病
む

人
や
苦
し
む
人
が
臥
し
て
い
る
そ
の
場
所
に
行
く
こ

と
を
い
う
の
で
す
。
臨
床
医
と
は
だ
か
ら
、
本
来
の

意
味
で
は
、
患
者
さ
ん
の
い
る
場
所
へ
行
く
、
往
診

す
る
医
師
の
こ
と
で
す
か
ら
、
病
院
で
患
者
さ
ん
が

来
る
の
を
待
つ
よ
う
な
医
師
は
臨
床
医
と
は
言
え
な

い
は
ず
で
す
。

　

臨
床
哲
学
と
い
う
の
も
、
そ
う
い
う
意
味
な
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
哲
学
は
、
理
屈
の
好
き
な
人
や
、

物
事
を
考
え
る
の
が
好
き
な
人
が
、
研
究
室
や
書
斎

に
い
て
、
本
と
に
ら
め
っ
こ
し
、
頭
を
か
き
む
し
り

な
が
ら
じ
っ
と
考
え
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。

し
か
し
そ
う
で
は
な
く
、
い
ま
社
会
で
起
こ
っ
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
問
題
が
起
き

て
い
る
場
所
で
、
そ
の
当
事
者
と
一
緒
に
考
え
る
、

そ
う
い
う
作
業
へ
と
哲
学
を
変
換
し
よ
う
と
思
っ
た

の
で
す
。

　

私
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
の
歴
史
を
中
心
に
勉
強
し

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
翻
訳
し
た
書
物
は
、
だ

れ
も
ふ
だ
ん
使
わ
な
い
よ
う
な
言
葉
で
書
か
れ
て
き

ま
し
た
。
正
確
を
期
し
て
の
こ
と
で
し
た
が
、
ま
ず

一
般
的
な
生
活
や
暮
ら
し
の
な
か
で
は
使
い
ま
せ

ん
。
哲
学
を
生
ん
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
存
在
」

（B
eing

）
も
「
自
我
」（
Ｉ
）
も
そ
う
で
す
が
、
日

常
の
語
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
翻
訳
語

で
で
き
た
そ
の
よ
う
な
哲
学
の
概
念
は
一
旦
す
べ
て

解
除
し
て
、
そ
の
現
場
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
哲

学
を
し
よ
う
と
い
う
運
動
を
、
日
本
で
初
め
て
行
な

い
ま
し
た
。し
か
し
そ
れ
に
は
覚
悟
が
必
要
で
し
た
。

日
本
の
哲
学
界
の
人
た
ち
を
全
部
、
敵
に
回
す
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、
も
う
後
ろ
に
は
ひ
け
な
い
と
い

う
覚
悟
で
、
大
学
の
講
座
の
名
前
を
「
哲
学
科 

倫

理
学
」
か
ら
「
臨
床
哲
学
」
へ
と
変
え
ま
し
た
。

哲
学
カ
フ
ェ
と
い
う
方
法

鷲
田 

そ
れ
以
来
、
実
際
に
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
に
向

か
い
ま
し
た
。
労
働
や
教
育
の
現
場
、
医
療
や
看
護

の
現
場
に
は
と
く
に
よ
く
行
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う

と
こ
ろ
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
を
、
み
ん
な
で
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
考
え
る
の
で
す
が
、
そ
の
と
き

に
ベ
ー
ス
に
し
た
の
が
「
哲
学
カ
フ
ェ
」
と
い
う
方

法
で
す
。

　

そ
こ
で
は
哲
学
に
関
し
て
何
の
予
備
知
識
も
い
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
分
の
職
業
や
所
属
は
い
っ
さ
い

シンプルな学長室

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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医
療
に
お
い
て
、人
が
死
ぬ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、

ま
た
「
ひ
と
」
と
し
て
消
え
る
、「
ひ
と
」
で
な
く

な
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
医
療
技
術
が

高
度
化
し
た
現
代
で
は
、
い
ろ
い
ろ
難
し
い
問
題
も

あ
ら
た
に
出
現
し
て
い
ま
す
。「
命
」
が
な
く
な
る

こ
と
と
「
ひ
と
」
が
死
ぬ
こ
と
と
は
、
同
じ
で
は
な

い
で
す
か
ら
。

　

そ
れ
に
、「
ひ
と
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
も
、

一
義
的
に
口
に
で
き
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
人
類
と
い

う
意
味
で
の
「
ヒ
ト
」
も
あ
れ
ば
、ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ

や
人
間
性
を
宿
し
て
い
る
も
の
と
し
て
の
「
ひ
と
」

と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
社
会
を
構
成

し
て
い
る
一
市
民
と
い
う
在
り
方
や
、
個
人
と
い
う

在
り
方
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、
も
っ
と
親
密
な

仲
で
「
う
ち
の
ひ
と
」
な
ど
と
い
う
よ
う
な
、
非
常

に
具
体
的
な
固
有
の
名
を
持
っ
た
「
ひ
と
」
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
英
語
のthey

やm
an

と
同
じ
く
、

世
間
と
い
う
意
味
で
い
う
「
ひ
と
の
世
」
と
か
「
ひ

と
の
う
わ
さ
」
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、「
ひ

と
の
こ
と
は
知
ら
ん
」
と
い
う
ふ
う
に
、
他
人
の
こ

と
を
「
ひ
と
」
と
言
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

に
さ
ら
に
「
民
族
」
と
い
う
問
題
も
加
わ
っ
て
く
る

と
、
本
当
に
複
雑
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ど
の
レ
ベ
ル

で
「
ひ
と
」
を
論
じ
て
い
る
の
か
、
議
論
の
な
か
で

そ
れ
を
明
確
に
し
て
お
か
な
い
と
、
議
論
は
ま
す
ま

す
錯
綜
し
て
き
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
に
未
来
と
い
う
の
も
難
し
い
。
未
来
学

で
は
、
こ
う
い
う
条
件
だ
と
一
〇
〇
年
後
は
こ
う
な

言
う
必
要
も
な
く
、た
だ
名
前
だ
け
を
言
え
ば
い
い
。

そ
こ
で
、
今
日
は
何
に
つ
い
て
考
え
る
か
、
そ
の
場

で
み
ん
な
と
相
談
し
て
テ
ー
マ
を
決
め
て
始
め
ま

す
。

　

最
初
は
と
て
も
奇
異
に
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
お
か

げ
さ
ま
で
今
で
は
全
国
に
広
が
り
ま
し
た
。「
哲
学

カ
フ
ェ
」
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
団
体
が
あ
っ

た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
あ
っ
た
り
、
学
校
が
あ
っ
た
り
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、こ
の
方
法
を
哲
学
カ
フ
ェ
だ
け
で
な
く
、

組
織
運
営
に
も
応
用
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
当
時
、

私
が
副
学
長
に
な
っ
た
頃
の
大
阪
大
学
も
、
法
人
化

し
た
と
言
い
な
が
ら
、い
わ
ゆ
る
ハ
イ
ア
ラ
ー
キ
ー
、

が
っ
ち
り
し
た
縦
割
り
の
階
層
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
を
も
っ
と
風
通
し
の
よ
い
も
の
に
す
る
た

め
に
、
部
長
や
課
長
、
専
門
職
員
、
さ
ら
に
は
理
事

や
学
長
も
含
め
て
、
み
ん
な
お
互
い
に
「
さ
ん
」
づ

け
で
呼
ぶ
こ
と
に
し
、
そ
し
て
月
に
１
回
、
い
ろ
ん

な
セ
ク
シ
ョ
ン
の
人
を
集
め
て
、
職
員
の
自
由
な

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
り
ま
し
た
。
哲
学
カ
フ
ェ

の
方
法
を
使
っ
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
痛
快
で
し

た
。

　

臨
床
哲
学
の
授
業
で
も
、
教
室
に
入
っ
た
ら
、「
先

生
」
と
呼
ぶ
の
は
禁
止
、
ま
た
「
○
○
く
ん
」
と
い

う
の
も
禁
句
に
し
て
、
全
員
が
お
互
い
に
「
さ
ん
」

づ
け
で
呼
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
た
。
余
計
な
も
の
を
す

べ
て
解
除
し
て
、
こ
の
時
代
を
生
き
る
一
人
の
「
個
」

と
し
て
、
今
の
時
代
の
課
題
に
つ
い
て
し
っ
か
り
議

論
す
る
た
め
で
す
。

　

当
初
は
、
ど
こ
か
で
読
ん
だ
文
章
の
よ
う
な
言
葉

を
だ
ら
だ
ら
話
す
、
そ
ん
な
人
が
場
を
支
配
す
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
だ
っ
た
の
で
、
自
分
の
知
識
を

披
露
す
る
の
で
は
な
く
、
最
後
ま
で
自
分
の
言
葉
で

し
ゃ
べ
っ
て
く
だ
さ
い
と
念
を
押
し
ま
し
た
。
で
も

じ
っ
さ
い
に
始
め
た
ら
そ
れ
は
杞
憂
で
し
た
。
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　

た
と
え
ば
大
学
院
生
で
、
子
育
て
を
し
て
い
る
母

親
た
ち
の
カ
フ
ェ
を
開
い
た
人
が
い
ま
し
た
。
子
育

て
真
っ
最
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
子
連
れ
で
じ
っ
く

り
議
論
す
る
な
ん
て
無
理
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る

人
も
い
ま
し
た
が
、
子
供
の
世
話
を
す
る
人
を
ひ
と

り
つ
け
て
、
す
ぐ
近
く
で
遊
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
、

若
い
お
母
さ
ん
が
直
面
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
今
の
社
会
に
つ
い
て
、
一
時
間
半
ほ
ど
議
論

を
す
る
の
で
す
が
、
こ
れ
な
ど
も
う
十
年
以
上
続
い

て
い
ま
す
。

多
様
な
文
脈
で
存
在
す
る
未
来

─
─
ひ
と
と
健
康
と
未
来
に
つ
い
て
、
何
か
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
よ
う
な
も
の
が
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
ん
で
す
が
。

鷲
田 

き
ょ
う
は
、
一
口
で
は
言
え
な
い
、
し
か
も

直
球
の
質
問
ば
か
り
で
す
ね
（
笑
）。
誰
を
念
頭
に

置
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
ら
い
い
の
か
迷
い
ま

す
。
ひ
と
、
健
康
、
未
来
、
ど
れ
も
考
え
だ
す
と
も

の
す
ご
く
難
し
い
テ
ー
マ
で
す
。

　
「
ひ
と
」
と
健
康
に
つ
い
て
い
え
ば
、
た
と
え
ば

講師から贈られたポールハンガーに
無造作にコートが掛けてある

ス
ペ
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

 

聴
き
手　

畠
中　

宗
一
（
関
西
福
祉
科
学
大
学 

教
授
）

　

シ
ン
プ
ル
な
空
間
に
フ
レ
ス
コ
画
が
異
彩
を
放
つ
学
長
室
。

「
難
し
い
質
問
で
す
ね
」
と
言
い
な
が
ら
、
誠
実
に
お
応
え
戴

き
感
謝
で
す
。
明
確
な
区
分
が
で
き
た
時
代
か
ら
、
様
々
な
領

域
で
境
界
が
不
鮮
明
に
な
っ
て
き
た
今
日
の
社
会
、
加
え
て
未

来
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
と
い
う
一
元
的
な
認
識
で
は
な
く
多

様
な
文
脈
で
存
在
す
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
哲
学
者
の
確

か
な
眼
差
し
を
実
感
し
ま
し
た
。

※
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
学
長
室
に
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
「
新

鮮
な
」
を
意
味
す
る
フ
レ
ス
コ
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
胡
蝶
蘭

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
、
縦
三
メ
ー
ト
ル
、
横
一
一
メ
ー
ト
ル
の

大
作
で
、
若
い
卒
業
生
の
制
作
に
、
学
長
や
教
職
員
、
学
生
が

協
力
し
て
完
成
さ
せ
た
。
大
学
作
品
展
の
期
間
中
は
、
一
般
公

開
さ
れ
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
三
月
四
日
、
学
長
室
で
行
い
ま
し
た
。）

る
と
か
、
そ
う
い
う
議
論
を
し
ま
す
よ
ね
。
本
来
、
未
来
と
は

予
想
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
近
代

社
会
で
は
未
来
を
自
分
た
ち
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
未
来
に
は
、
災
害
や
感
染
症
の

よ
う
に
不
意
を
襲
っ
て
く
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
解

決
で
き
な
い
危
機
を
、
何
か
の
偶
然
で
溶
解
し
て
く
れ
る
よ
う

な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
現
代
の
よ
う
に
人
間
が
先

に
ど
う
こ
う
し
て
想
定
し
た
り
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
持
っ
て
い

こ
う
と
考
え
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
未
来
と
は
も

と
も
と
多
様
な
顔
を
持
っ
て
い
る
の
に
、
現
代
の
私
た
ち
は
つ

い
そ
れ
を
操
作
可
能
な
も
の
と
勘
違
い
し
て
、
未
来
を
と
て
も

貧
弱
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
人
間
が
制
御
可
能
な

も
の
、
あ
る
い
は
望
む
方
向
に
も
っ
て
い
け
る
も
の
と
し
て
考

え
る
よ
う
な
傲
慢
さ
が
、
世
の
な
か
の
未
来
学
や
未
来
予
想
の

中
に
は
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

た
だ
、
歴
史
を
未
来
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
大
切
で

す
。
た
と
え
ば
、
生
ま
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
と
い
う
の
を
一
つ
の
物
語
と
し
て
つ
な
い
で
い
く
よ
う
な
、

過
去
と
未
来
の
語
り
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
ま
た
、
私
た
ち

が
創
っ
て
き
た
文
明
を
引
き
継
い
で
く
れ
る
人
へ
の
語
り
継
ぎ

や
呼
び
か
け
の
な
か
で
、
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
場
合
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
で
も
、
未
来
を
人
間
が
制
御
で
き
る
と

考
え
る
の
は
、
そ
れ
こ
そ
「
ひ
と
」
と
し
て
す
ご
く
傲
慢
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
最
近
の
脳
科
学
な
ん
か
は
、
か
な

り
未
来
学
的
思
考
に
毒
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
う

い
う
心
の
悩
み
が
あ
っ
た
ら
、ど
こ
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
と
か
、

脳
の
こ
の
部
分
を
操
作
し
た
ら
ス
ト
レ
ス
が
減
る
と
か
、
そ
う

い
う
話
を
耳
に
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
よ
う
な
傲
慢
さ
を
感
じ

て
し
ま
い
ま
す
。

─
─
先
生
の
言
葉
に
対
す
る
感
性
っ
て
い
う
の
は
、
ど
う
し
て
育
ま

れ
て
こ
ら
れ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

鷲
田 

特
別
な
感
性
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
言
葉
に
敏
感
な
と

こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
私
自
身
に
傷
つ
き
や
す
い
と
こ
ろ

が
あ
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
…
…
と
い
う
の
は
、
冗
談
で
す

が
、
し
か
し
た
し
か
に
言
葉
と
い
う
も
の
は
、
ひ
と
を
深
く
傷

つ
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
他
方
で
、
や
は
り
哲
学
と
い
う
学
問
を
や
っ
て
き
た
か

ら
で
し
ょ
う
か
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
に
対
し
て
、
そ
れ
は

ど
う
い
う
意
味
で
言
っ
て
い
る
の
か
と
か
、
ど
う
い
う
定
義
な

の
か
と
い
う
こ
と
に
、
強
く
こ
だ
わ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

哲
学
は
、
概
念
を
き
ち
ん
と
整
理
し
、
論
理
的
に
も
の
を
考
え

る
と
い
う
こ
と
が
仕
事
み
た
い
な
も
の
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う

職
業
病
の
よ
う
な
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、

関
西
大
学
や
大
阪
大
学
で
先
輩
や
学
生
諸
君
か
ら
い
じ
め
ら
れ

て
、鍛
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん（
笑
）。ど
う
な
ん
で
し
ょ

う
ね
。

　

で
も
、や
は
り
若
い
こ
ろ
か
ら
本
を
読
む
の
は
好
き
で
し
た
。

本
を
読
ん
で
い
る
と
、
言
葉
に
よ
っ
て
叱
ら
れ
た
り
、
力
づ
け

ら
れ
た
り
、
ま
た
勇
気
を
与
え
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
、
や
は
り
言
葉
の

力
に
は
す
ご
く
敏
感
に
な
る
。
す
る
と
、
自
分
が
使
う
言
葉
に

つ
い
て
も
、
も
の
す
ご
く
敏
感
に
な
る
。
こ
う
い
う
言
い
方
で

本
当
に
通
じ
る
ん
だ
ろ
う
か
と
か
、
こ
う
い
う
言
い
方
を
し
た

ら
人
を
傷
つ
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
か
、考
え
た
り
も
し
ま
す
。

そ
ん
な
ふ
う
に
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

─
─
答
え
に
く
い
質
問
に
丁
寧
に
お
応
え
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

鷲
田 

こ
ち
ら
こ
そ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

哲学者。京都市立芸術大学学長，大谷大学客員教授，せ
んだいメディアテーク館長。昭和 24 年京都生まれ。昭
和 47 年に京都大学文学部哲学科卒業後，関西大学教授，
大阪大学教授，大阪大学総長などを歴任。また，京都市
基本構想等審議会をはじめ数多くの委員を務めている。 
専門分野である哲学・倫理学の視点からアート，ファッ
ション，教育，労働，ケアなど様々な分野において，数
多くの評論・執筆活動を行っている。

P R O F I L E

鷲 田  清 一   わしだ　きよかず

京都市立芸術大学 学長
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「
発
達
科
学
（D

evelopm
ental Science

）」
は
、
新
た
な
文
理
融
合
が
生
み
出
し
た
比
較
的
新
し
い
学
問
分
野
で
す
。
基

礎
研
究
の
成
果
を
社
会
に
生
か
す
ま
で
に
は
ま
だ
少
し
時
間
が
必
要
で
す
が
、
私
ど
も
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
含
め
、
真
に
妥
当

な
人
間
発
達
の
科
学
的
理
解
お
よ
び
そ
れ
に
も
と
づ
く
具
体
的
支
援
の
提
案
が
、
人
類
の
未
来
に
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
と
い
う

こ
と
を
本
日
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

は
じ
め
に

　

目
に
は
み
え
な
い
心
の
は
た
ら
き
は
、
還
元
主
義
的
ア
プ

ロ
ー
チ
だ
け
か
ら
は
そ
の
実
態
を
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
心
の
科
学
的
理
解
、
解
明
の
基
軸
は
、
ヒ
ト
の
心
の

は
た
ら
き
の
進
化
的
基
盤
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
生
物
と
し

て
の
ヒ
ト
が
も
つ
特
有
の
心
的
機
能
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
そ
れ
は
、
な
ぜ
進
化
の
所
産
と
し
て
獲
得
さ
れ
て
き
た

の
か
。
ヒ
ト
の
心
的
機
能
の
系
統
発
生
、
あ
る
い
は
生
物
学

的
基
盤
を
科
学
的
に
明
ら
か
に
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
、
そ
れ
が

「
比
較
認
知
科
学
」
で
す
。

　

私
は
、
そ
こ
に
発
達
の
軸
を
組
み
入
れ
、
個
体
内
で
ど
の

よ
う
に
心
的
機
能
が
獲
得
さ
れ
て
い
く
の
か
、
そ
れ
は
な
ぜ

そ
う
な
っ
て
き
た
の
か
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
比

較
認
知
発
達
科
学
」
と
も
よ
び
う
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
開
拓
し

て
き
ま
し
た
。
文
理
融
合
領
域
で
あ
る
「
比
較
認
知
発
達
科

学
」
は
、
認
知
科
学
、
心
理
学
、
医
学
、
情
報
学
、
霊
長
学

な
ど
の
多
種
分
野
の
知
見
を
融
合
し
、
ヒ
ト
の
心
が
成
り
立

つ
過
程
を
検
証
、
そ
の
モ
デ
ル
化
を
目
指
す
学
問
で
す
。

　

本
日
は
、
比
較
認
知
発
達
科
学
の
最
新
の
成
果
か
ら
み
え

て
き
た
二
つ
の
側
面
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
は
じ
め
に
、
ヒ
ト
の
心
の
成
り
立
ち
に
お
け
る
「
遺
伝

と
環
境
」
の
問
題
。
胎
児
期
か
ら
新
生
児
、
乳
児
期
初
期
に

個
体
が
晒
さ
れ
る
環
境
が
、
脳
や
認
知
機
能
の
発
達
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
か
を
議
論
し
ま
す
。

後
半
で
は
、
子
ど
も
を
育
て
る
側
で
あ
る
親
の
ほ
う
に
注
目

し
ま
す
。
親
は
、
子
ど
も
を
育
む
環
境
の
一
部
で
す
。
子
ど

も
の
発
達
に
と
も
な
い
親
も
発
達
す
る
、「
親
子
セ
ッ
ト
で

と
ら
え
る
」発
達
の
科
学
的
理
解
が
、今
こ
そ
必
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

胎
児
期
か
ら
は
じ
ま
る
ヒ
ト
の
心
の
発
達

　

周
産
期
の
発
達
に
お
け
る
環
境
の
影
響
は
、
現
在
、
ひ

じ
ょ
う
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
二
〇
一
一
年
、
科
学
誌

『N
ature

』
は
、
発
達
障
害
の
特
集
を
組
み
ま
し
た
。
発
達

障
害
と
診
断
さ
れ
る
子
ど
も
の
数
は
、
こ
の
一
〇
年
あ
ま
り

で
急
激
に
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
特

に
先
進
国
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
現
象
で
す
。『N

ature

』

は
、
こ
の
急
増
の
原
因
が
不
明
で
あ
る
点
を
強
調
し
て
い
ま

す
。
一
卵
性
双
生
児
の
場
合
、
一
方
が
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ

ム
（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
と
診
断
さ
れ
、
も
う
一
方
も
そ
う
で
あ
る
と

診
断
さ
れ
る
割
合
は
せ
い
ぜ
い
五
〇
程
度
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
増
加
は
遺
伝
子
だ
け
の
問
題
で
は
説
明
が
つ

か
な
い
、
こ
の
原
因
の
特
定
に
研
究
者
は
挑
む
べ
き
、
と

『N
ature

』
は
指
摘
し
ま
す
。

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
形
質
の
特
徴
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の

は
、
他
者
へ
の
注
意
・
関
心
の
弱
さ
で
す
。
例
え
ば
、
単
純

な
課
題
で
す
が
、「
ヒ
ト
の
動
作
」
と
「
幾
何
学
図
形
」
の

動
画
を
並
べ
て
見
せ
た
と
き
に
、
多
く
の
Ａ
Ｓ
Ｄ
児
は
、
幾

何
学
図
形
の
ほ
う
を
よ
り
好
ん
で
見
ま
す
。
定
型
発
達
児
だ

と
、
幾
何
学
図
形
の
ほ
う
を
好
ん
で
み
る
ケ
ー
ス
は
皆
無
で

す
。
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
調
査
で
は
、
生
後
一
四
～
四
二
ヶ
月

の
段
階
で
幾
何
学
図
形
の
ほ
う
を
六
九
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
注

視
し
た
児
は
、
後
に
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
Ａ
Ｓ
Ｄ

診
断
を
予
測
す
る
と
い
い
ま
す
（
図
１
）。

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
脳
内
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
成
人
の
Ａ
Ｓ

Ｄ
を
対
象
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
研
究
が
精
力
的
に
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。扁
桃
体
や
前
頭
葉
を
中
心
と
し
た
脳
の
構
造
・

機
能
異
常
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
や
報
酬
系
活
動
の

異
質
性
な
ど
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
成
人
の
特
徴
が
い
く
つ
か
示
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
原
因
の
特
定
に
は
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

周
産
期
か
ら
探
る
ヒ
ト
の 

　
　
　
　
　
　

心
的
機
能
の
発
達 

　
　
　

─「
親
子
セ
ッ
ト
」
の
発
達
支
援
を
目
指
し
て

 

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科 

教
授　

明み
ょ
う 

和わ

　
政ま

さ 

子こ

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
と
後
に
診
断
さ
れ
る
児
の
脳
の
構
造
や
機
能
を
で

き
る
だ
け
早
い
段
階
か
ら
調
べ
る
こ
と
は
重
要
で
す
が
、
彼

ら
の
心
身
へ
の
配
慮
な
ど
倫
理
的
制
約
が
あ
り
、
研
究
は
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
表
現
型
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に

立
ち
現
れ
て
く
る
か
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な

い
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
問
題
へ
の
挑
戦
は
、
欧
米
を
中
心
に

少
し
ず
つ
で
す
が
行
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
二

年
前
に
『N

ature

』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
で
す
が
、
後
に

Ａ
Ｓ
Ｄ
と
診
断
さ
れ
た
／
さ
れ
な
か
っ
た
児
に
、
生
後
す
ぐ

か
ら
他
者
の
動
作
を
映
し
出
し
た
動
画
を
見
せ
、
彼
ら
が
ど

こ
に
注
目
す
る
か
を
記
録
し
ま
す
。
面
白
い
こ
と
に
、
生
後

二
～
六
カ
月
ま
で
は
、
後
に
Ａ
Ｓ
Ｄ
と
診
断
さ
れ
た
児
の
ほ

う
が
他
者
の
目
を
よ
く
見
て
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
生

後
六
カ
月
を
過
ぎ
る
と
、
他
者
の
目
へ
の
注
意
を
急
激
に
低

下
さ
せ
ま
す
。
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
表
現
型
は
生
後
す
ぐ
に
現
れ
る
も

の
で
は
な
い
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
自
閉
症
と
診
断
さ
れ
る
の
は
、
多
く
の
場
合

三
歳
以
降
で
す
。
本
当
に
Ａ
Ｓ
Ｄ
か
ど
う
か
の
判
断
が
ま
だ

難
し
い
時
期
に
、
親
御
さ
ん
の
不
安
を
か
き
立
て
て
し
ま
う

働
き
か
け
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
。
そ
れ
に
対
し
、
欧
米
で

は
で
き
る
だ
け
早
期
に
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
リ
ス
ク
を
親
御
さ
ん
に
伝

え
、
手
厚
く
支
援
す
る
ほ
う
が
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
が
抱
え
る
問
題
を

軽
減
で
き
る
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
発
想
が
一
般
的
で
す
。

早
産
児
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と

　

胎
児
期
か
ら
の
身
体
─
環
境
の
相
互
作
用
に
話
を
戻
し
ま

し
ょ
う
。
こ
の
ス
ラ
イ
ド
は
、
不
幸
に
し
て
亡
く
な
ら
れ
た

胎
児
の
脳
発
達
を
示
し
た
ス
ラ
イ
ド
で
す
（
図
２
）。
出
産

ま
で
の
最
後
の
二
カ
月
間
で
、
ヒ
ト
の
脳
は
飛
躍
的
に
巨
大

化
し
ま
す
。
容
積
が
大
き
く
な
り
、
脳
の
溝
も
明
確
に
形
づ

く
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
脳
の
構
造
だ
け
で
は
な
く
、
神
経
細

胞
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
も
、
生
後
一
年
で
急
激
に
起
こ

り
ま
す
。
脳
神
経
細
胞
の
数
で
い
い
ま
す
と
、
胎
児
期
か
ら

生
後
二
カ
月
ま
で
が
も
っ
と
も
数
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
そ
の

後
、
そ
れ
ら
は
し
だ
い
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
生
ま
れ
落

ち
た
環
境
で
使
用
す
る
頻
度
の
高
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
け
が

残
っ
て
い
く
。「
シ
ナ
プ
ス
の
刈
り
込
み
」
と
い
う
現
象
で

す
。
ど
の
環
境
で
も
う
ま
く
適
応
で
き
る
よ
う
、
最
初
は
た

く
さ
ん
細
胞
を
も
っ
て
お
き
、
環
境
で
使
わ
れ
る
も
の
だ
け

が
残
っ
て
い
く
の
で
す
。
刈
り
込
み
現
象
は
、
発
達
初
期
の

脳
に
お
こ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

で
は
、
生
ま
れ
落
ち
た
環
境
が
異
質
だ
っ
た
ら
ど
う
な
る

の
か
。
こ
れ
ほ
ど
急
激
に
変
化
す
る
周
産
期
の
脳
に
、
環
境

が
ど
う
い
っ
た
影
響
を
も
た
ら
す
の
か
を
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
ラ
ッ
ト
、
あ
る
い
は
サ
ル
を
対
象
と
し
た
侵
襲

的
な
動
物
実
験
は
た
く
さ
ん
行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
実

際
に
ヒ
ト
を
対
象
に
こ
う
し
た
類
の
研
究
を
行
う
の
は
と

て
も
難
し
い
で
す
。
た
だ
、
こ
う
し
た
問
題
に
多
く
の
示

唆
を
与
え
て
く
れ
る
対
象
が
い
ま
す
。
そ
れ
が
、「
早
期
産

児
（
以
下
、
早
産
児
）」
で
す
（
図
３
）。
本
来
は
、
胎
児
と

し
て
母
親
の
子
宮
内
で
ゆ
っ
く
り
と
脳
を
発
達
さ
せ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
存
在
で
あ
る
早
産
児
。
し
か
し
、
彼
ら
は
Ｎ
Ｉ

第
20
回 

未
来
研
究
会

図１　 ヒトの動き（ヨガ・左）と幾何学図形の動き（右）の選好を調べる課題 
（Pierce K, Conant D, Hazin R, Stoner R, & Desmond J. 
2011, Arch Gen Psychiatry, Jan;68(1):101-9. doi: 10.1001/
archgenpsychiatry.2010.113. より）
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頭頂葉

頭頂葉頭溝

後頭葉

側頭葉
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前頭葉
中心溝
外側溝
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側頭極
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島
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 底にある）

A

図２　ヒト胎児期の脳発達
出典：岡本道雄、草間敏夫　編：脳の解剖学　1971　朝倉書店
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Ｃ
Ｕ
（
新
生
児
集
中
治
療
室
：N

eonatal Intensive Care 
U

nit

）
と
呼
ば
れ
る
人
工
的
環
境
に
身
を
置
い
て
育
っ
て
い

き
ま
す
。
私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
八
年
前
か
ら
、
早
産

児
の
脳
や
身
体
生
理
機
能
の
発
達
に
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が

生
じ
や
す
い
の
か
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
中
、
日
本
だ
け
が
目
立
っ
て
低
出
生
体

重
、早
産
児
の
出
生
割
合
が
右
肩
上
が
り
に
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
出
産
時
の
母
親
の
高
齢
化
、
母
親
の
ス
ト
レ

ス
、
喫
煙
、
過
度
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
傾
向
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
早
産
児
が
、
予
後

に
リ
ス
ク
を
抱
え
る
こ
と
が
最
近
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
最
近
と
く
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
発
達
障
害

（A
D

H
D

, LD
, A

SD

）
の
リ
ス
ク
と
の
関
連
で
す
。
早
期

産
で
は
、
満
期
産
と
比
べ
て
二
・
五
倍
か
ら
五
倍
の
リ
ス
ク

が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
な
ぜ
早
期
産
で

リ
ス
ク
が
高
ま
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
な
ま
ま
な
の
で
す
。

　

早
産
児
の
早
期
か
ら
の
発
達
支
援
、
こ
れ
は
、
日
本
社
会

が
今
後
喫
緊
に
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
す
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
日
本
で
は
出
生
数
自
体
が
減
っ
て
い
る
一
方

で
、
低
体
重
・
早
産
児
が
生
ま
れ
る
割
合
は
増
え
続
け
て
い

る
か
ら
で
す
。
と
く
に
、
周
産
期
か
ら
の
発
達
評
価
、
支
援

が
た
い
へ
ん
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
取
り

組
み
の
な
か
で
、
私
た
ち
は
、
早
産
児
で
は
皮
質
下
の
脳
幹

部
分
、
と
く
に
橋き

ょ
うと

呼
ば
れ
る
部
位
や
、
皮
質
の
白
質
あ
た

り
に
主
と
な
る
異
質
性
が
生
み
出
さ
れ
や
す
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
基
本
と
な
る
部
分
の
何
か
し
ら

の
構
造
、
機
能
的
な
異
質
性
が
、
よ
り
高
次
の
認
知
機
能
、

例
え
ば
辺
縁
系
で
あ
る
と
か
大
脳
皮
質
、
特
に
前
頭
葉
を
含

む
高
次
認
知
機
能
を
司
る
部
位
に
、
二
次
的
あ
る
い
は
三
次

的
に
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
ま
で
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
児
は
社
会

性
の
機
能
に
問
題
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
発
達

の
軸
を
中
心
に
み
る
と
、
そ
れ
は
、
そ
う
し
た
表
現
型
の
異

質
性
が
行
動
レ
ベ
ル
で
明
確
に
現
れ
た
に
す
ぎ
な
い
、
と
予

想
し
て
い
ま
す
。

早
産
児
の
自
律
神
経
系
機
能

　

し
か
し
、
周
産
期
の
乳
児
、
と
く
に
重
篤
な
疾
患
の
な
い

乳
児
の
脳
を
、
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
で
計
測
す
る
の
は
難
し
い
こ
と

で
す
。発
達
科
学
が
導
き
出
し
た
発
達
モ
デ
ル
に
の
っ
と
り
、

で
き
る
だ
け
赤
ち
ゃ
ん
の
心
身
に
負
担
を
か
け
な
い
、
ス
ト

レ
ス
を
か
け
ず
に
仮
説
を
検
証
す
る
、
そ
れ
に
も
と
づ
き
妥

当
な
発
達
評
価
法
を
提
言
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
は
早
産
児
の
自
律
神
経
系
機
能
に
着
目
し

ま
し
た
。
指
標
と
し
た
の
は
、
乳
児
の
泣
き
声
で
す
。
私
た

ち
は
、
京
大
医
学
部
附
属
病
院
で
出
生
し
、
重
度
の
疾
患
、

例
え
ば
脳
室
内
出
血
な
ど
が
な
く
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
入
院
中
に
予

定
日
に
達
し
た
児
、
そ
し
て
生
後
数
日
の
満
期
産
新
生
児
に

調
査
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
痛
み
刺
激
な
ど
外
因
性
の

刺
激
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
泣
き
声
で
は
な
く
、
授
乳
前
の

お
な
か
が
空
い
た
と
き
な
ど
に
お
こ
る
自
発
的
な
泣
き
声
を

Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
録
音
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
解
析
し
、
そ
の
音
響
的
特
性
と
、
児
の
在
胎
週
数
や
計

測
時
体
重
、
身
体
の
大
き
さ
、
子
宮
内
発
育
不
全
の
有
無
な

ど
と
の
関
連
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

明
瞭
な
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
予
定
日
よ
り
早
く
生
ま

れ
た
早
産
児
ほ
ど
、
泣
き
声
の
ピ
ッ
チ
（
音
の
高
さ
）
が
高

か
っ
た
の
で
す
。
泣
き
声
の
基
本
周
波
数
が
高
い
。
そ
れ
に

対
し
て
、
計
測
時
体
重
や
身
体
の
大
き
さ
、
そ
の
他
の
要
因

に
つ
い
て
は
泣
き
声
の
ピ
ッ
チ
と
の
関
連
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
（
図
４
・
上
）。

　

泣
き
声
の
高
さ
は
、
在
胎
週
数
と
関
連
す
る
可
能
性
が
高

い
。
で
は
、
な
ぜ
早
産
児
は
高
い
ピ
ッ
チ
で
泣
く
の
で
し
ょ

う
か
。
可
能
性
が
高
い
の
は
、自
律
神
経
系
機
能
の
異
質
性
、

と
く
に
迷
走
神
経
系
、
副
交
感
神
経
系
の
代
表
的
機
能
と
の

関
係
で
す
。迷
走
神
経
系
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
い
こ
と
で
、

交
感
神
経
系
の
優
位
が
過
度
と
な
り
、
泣
き
声
も
甲
高
く

な
っ
て
し
ま
う
。
お
そ
ら
く
、
身
体
全
体
の
筋
緊
張
も
み
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
実
際
に
、
彼
ら
の
自
律
神
経
系
機

能
を
、
呼
吸
性
の
心
拍
変
動
（
Ｈ
Ｒ
Ｖ
）
を
指
標
に
計
測
し

て
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
や
は
り
生
後
数
日
の
満
期
産
児

と
早
産
児
（
修
正
齢
予
定
日
時
点
）
と
で
は
、
Ｈ
Ｒ
Ｖ
の
働

き
が
全
く
違
っ
て
い
た
の
で
す
。
早
産
児
は
、
心
拍
の
揺
ら

ぎ
が
圧
倒
的
に
小
さ
い
、
揺
ら
が
な
い
の
で
す
。
満
期
産
児

は
、
Ｈ
Ｒ
Ｖ
が
適
度
に
揺
ら
い
で
い
る
。
Ｈ
Ｒ
Ｖ
と
在
胎
週

数
と
の
関
係
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
予
定
日
よ
り
も
早
く
生

ま
れ
た
早
産
児
ほ
ど
、
心
拍
の
揺
ら
ぎ
が
小
さ
い
こ
と
も
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
先
に
紹
介
し
た
泣
き
声
の

音
響
的
特
徴
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
調
べ
て
み
ま
す
と
、
Ｈ

Ｒ
Ｖ
が
小
さ
い
児
ほ
ど
、
高
い
ピ
ッ
チ
で
泣
く
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
（
図
４
・
下
）。

　

泣
き
声
が
、
こ
の
時
期
の
簡
便
な
神
経
発
達
の
評
価
指
標

に
な
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
自
信
を
も
っ
て

使
え
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
こ

れ
ら
一
連
の
成
果
は
、『Science

』
誌
で
も
ニ
ュ
ー
ス
と
し

て
扱
っ
て
い
た
だ
き
、
世
界
的
に
こ
の
分
野
の
研
究
が
進
ん

で
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
（
図
3
）。

予
後
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る

　

た
だ
し
、
周
産
期
に
確
認
さ
れ
た
早
期
産
児
の
特
性
が
予

後
に
ど
う
影
響
す
る
か
を
明
ら
か
に
し
な
い
限
り
、
発
達
初

期
か
ら
の
診
断
、
支
援
法
の
提
案
は
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
、

私
た
ち
は
早
産
児
を
対
象
と
し
た
外
来
で
の
定
期
健
診
の
機

会
を
利
用
し
た
試
み
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
退
院
後
、
早
産

児
は
成
長
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
、
数
年
に
わ
た
り
定

期
的
に
小
児
科
外
来
を
受
診
さ
れ
ま
す
。
外
来
で
は
、
身
体

の
発
育
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
と
と
も
に
、
Ｋ
式
発
達
検
査
な
ど

の
標
準
化
さ
れ
た
行
動
発
達
検
査
を
実
施
し
、
認
知
機
能
の

獲
得
状
況
が
評
価
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
従
来
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
加
え
、私
た
ち
は「
京

大
式
デ
ジ
タ
ル
発
達
評
価
」
と
名
付
け
た
評
価
の
試
み
を
外

来
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
自
動
視
線
検
出
装
置
（
ア
イ

ト
ラ
ッ
カ
ー
）
を
用
い
て
、「
視
聴
覚
の
感
覚
統
合
（
口
の

運
動
と
音
声
の
一
致
性
検
出
、
表
情
─
プ
ロ
ソ
デ
ィ
の
一
致

性
検
出
な
ど
）」
や
、「
社
会
性
刺
激
に
対
す
る
注
意
（
バ
イ

オ
ロ
ジ
カ
ル
モ
ー
シ
ョ
ン
、
人
と
幾
何
学
図
形
に
対
す
る
選

好
差
、
視
線
追
従
な
ど
）」
の
機
能
獲
得
を
評
価
す
る
た
め

の
視
覚
課
題
を
実
施
し
ま
す
。
検
査
者
と
の
対
面
場
面
に
限

定
せ
ず
、
簡
便
か
つ
客
観
的
に
子
ど
も
た
ち
の
認
知
機
能
を

評
価
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
で
、
人
見
知
り
な

ど
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
つ
つ
、早
期
か
ら
の
発
達
評
価
、

ケ
ア
を
目
指
す
試
み
で
す
（
図
５
）。

　

こ
れ
ま
で
、
早
産
児
、
満
期
産
児
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
名
余

り
の
お
子
さ
ん
、
親
御
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
生
後
半

年
か
ら
二
年
に
わ
た
っ
て
縦
断
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
新
た
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
構
築
の
試
み

は
い
ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、
そ
れ
で
も
か
な
り
の
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
修
正
齢
一
二
ヶ
月
に
達
し

た
早
産
児
の
一
部
で
は
、
人
の
動
作
へ
の
注
意
（
共
同
注
視

や
人
の
運
動
へ
の
選
好
）
が
満
期
産
児
に
比
べ
て
弱
か
っ
た

り
、
ま
た
、
他
者
の
視
線
追
従
が
確
認
で
き
な
い
児
も
い
ま

す
。
他
方
、
視
聴
覚
統
合
の
機
能
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て

は
、
早
産
児
と
満
期
産
児
の
予
後
に
明
確
な
差
異
は
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
さ
ら
に
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
な
が
ら
、

よ
り
慎
重
に
こ
の
結
果
を
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
結
果
は
、
周
産
期
の
脳
神
経
系
の
発
達
が
、
と
く

に
社
会
的
認
知
機
能
の
予
後
に
関
連
す
る
可
能
性
を
示
唆
し

第
20
回 

未
来
研
究
会

泣
き
声
（
基
本
周
波
数
）
の
最
小
値
（H

z

）

泣
き
声
（
基
本
周
波
数
）
の
高
さ
（H

z

）

泣
き
声
（
基
本
周
波
数
）
の
最
大
値
（H

z

）

泣
き
声
（
基
本
周
波
数
）
の
高
さ
（H

z

）

在胎週数（週） 計測時体重（ｇ）

呼吸性の心拍変動の大きさ（In（ms2））

図３　本来は胎児として子宮内で育つべき存在である「早期産児」
（Premature baby's shrill cry may be sign of something 
deeper By Jia YouAug. 12, 2014: http://www.sciencemag.
org/news/2014/08/premature-babys-shrill-cry-may-be-sign-
something-deeper）

図４

（上） 出産予定日前後の乳児の泣き声の高さと「在胎週数（左）」および「計測時の体
重（右）」の関連（Shinya et al., 2014）。

（下） 「呼吸性の心拍変動（横軸）」および「泣き声の基本周波数（縦軸）」との関連。
青プロットは在胎 37 週未満で出生した早産児、赤プロットは在胎 37 週以降に
出生した満期産児のデータ（Shinya et al., 2016）。
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て
い
ま
す
。

　

科
学
的
根
拠
に
も
と
づ
く
早
期
か
ら
の
発
達
評
価
、診
断
、

支
援
法
の
開
発
が
、
今
、
臨
床
現
場
で
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
周
産
期
か
ら
の
知
覚
、
認
知
機
能
の
発
達
に
関
す
る

基
礎
的
研
究
が
今
後
果
た
す
べ
き
役
割
は
い
っ
そ
う
大
き
く

な
る
は
ず
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ヒ
ト
の
脳
や
行
動
が
発
達
す

る
動
的
プ
ロ
セ
ス
を
科
学
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
こ
そ
、

こ
の
時
期
の
適
切
な
養
育
環
境
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

具
体
的
支
援
法
に
つ
い
て
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
議
論
を
可

能
に
す
る
第
一
歩
だ
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
理
論
と

現
場
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
と
い
っ
た
垣
根
を
超
え
、
学

術
と
現
場
の
プ
ロ
が
志
を
ひ
と
つ
に
す
る
こ
と
で
生
み
出
さ

れ
る
融
合
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し

た
八
年
間
で
し
た
。
新
た
な
取
り
組
み
の
成
果
を
、
京
都
の

地
か
ら
国
内
外
全
体
に
発
信
し
て
い
く
た
め
の
努
力
を
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
育
つ
、
親
も
育
つ

　

ふ
た
つ
め
に
、環
境
と
し
て
の
親
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

ヒ
ト
の
行
動
や
認
知
機
能
の
生
物
学
、
進
化
的
基
盤
に
関

心
を
寄
せ
る
も
の
と
し
て
は
、「
子
ど
も
は
普
通
に
育
て
れ

ば
普
通
に
育
つ
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
進
化
は

環
境
適
応
に
よ
っ
て
進
ん
で
き
た
わ
け
で
す
か
ら
、
今
、
私

た
ち
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
生
存
し
て
い
る
環
境
が
、
ヒ
ト

の
子
育
て
に
と
っ
て
も
本
来
は
ベ
ス
ト
な
は
ず
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
数
十
年
で
ヒ
ト
の
環
境
は
あ
ま
り
に
も
急
激
に

変
化
し
、
ヒ
ト
に
と
っ
て
何
が
普
通
、
ど
の
よ
う
な
環
境
が

適
応
的
で
あ
る
か
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
を

育
て
る
側
が
抱
え
る
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
私
が
大
事
に
し
た
い
の

は
、
ま
ず
は
、
ヒ
ト
の
本
性
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
本
性

を
正
し
く
知
る
こ
と
で
す
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
認
知
機
能
の

研
究
に
二
〇
年
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
、

基
本
的
に
は
母
親
が
ひ
と
り
で
産
ん
で
ひ
と
り
で
育
て
る
の

が
原
則
で
す
。
野
生
下
で
は
、
お
そ
ら
く
育
児
拒
否
は
起
こ

ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
動
物
園
な
ど
飼
育
下
で
生
活
す
る
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
の
二
例
に
一
例
は
育
児
拒
否
を
し
ま
す
。
そ
の

理
由
の
ひ
と
つ
は
、
彼
ら
は
幼
少
期
に
社
会
集
団
の
な
か
で

育
っ
て
い
な
い
た
め
、赤
ち
ゃ
ん
っ
て
ど
ん
な
存
在
な
の
か
、

ど
ん
な
ふ
う
に
育
つ
の
か
を
知
る
経
験
が
は
く
奪
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
身
体
か
ら
突
然

出
て
き
た
個
体
を
、
ど
う
受
け
止
め
、
ど
う
対
応
し
て
い
い

か
わ
か
ら
な
い
。
出
産
後
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
の
も
不
思
議

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
ヒ
ト
に
も

同
様
に
当
て
は
ま
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
育
児
行
動
は
メ

ス
に
遺
伝
的
に
組
み
込
ま
れ
、
自
然
に
で
き
て
し
ま
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
母
性
と
い
う
こ
と
ば
の
使
い
方
に
は
慎

重
を
期
す
る
必
要
が
あ
る
。
出
産
し
た
ら
、
母
親
の
母
性
の

ス
イ
ッ
チ
が
自
動
的
に
オ
ン
に
な
り
、
子
ど
も
を
育
て
る
た

め
の
身
体
と
心
が
整
う
わ
け
で
は
な
く
、
直
接
的
、
間
接
的

に
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
経
験
を
蓄
積
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
経

て
親
の
側
も
育
っ
て
い
く
、
こ
の
考
え
方
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
事
実
を
、
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
の
子
育
て
か
ら
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
霊
長
類
の
多
く
は
、
一
度
の
出
産
で
一

子
を
も
う
け
ま
す
。
し
か
し
、
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
は
一
度
の
出

産
で
二
個
体
、と
き
に
は
三
個
体
を
産
み
ま
す
。
他
方
、マ
ー

モ
セ
ッ
ト
は
と
て
も
身
体
が
小
さ
く
、
母
親
が
ひ
と
り
で
複

数
の
子
ど
も
を
背
負
っ
た
り
、
授
乳
し
た
り
す
る
こ
と
は
物

理
的
に
難
し
い
。
そ
の
生
存
戦
略
と
し
て
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
が

獲
得
し
た
形
質
は
、
一
夫
一
妻
型
の
子
育
て
で
す
。
オ
ス
が

子
ど
も
を
抱
き
ま
す
。
授
乳
の
と
き
、
母
親
に
子
ど
も
を
託

す
。生
後
一
カ
月
は
、オ
ス
が
生
活
の
八
割
の
時
間
を
赤
ち
ゃ

ん
と
過
ご
し
ま
す
。
兄
姉
も
、
積
極
的
に
子
育
て
に
協
力
し

ま
す
（
図
６
）。

　

動
物
実
験
か
ら
、
興
味
深
い
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

育
児
中
の
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
の
オ
ス
と
育
児
経
験
の
な
い
オ
ス

の
前
頭
前
野
の
生
体
組
織
を
比
較
し
た
研
究
で
す
。
育
児

行
動
に
は
、「
バ
ソ
プ
レ
ッ
シ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
ホ
ル
モ
ン

─
社
会
的
行
動
、
性
愛
、
愛
着
と
関
連
す
る
機
能
を
も
つ
─

が
関
連
し
ま
す
。
バ
ソ
プ
レ
ッ
シ
ン
の
受
容
体
の
数
を
調
べ

て
み
た
と
こ
ろ
、
子
育
て
経
験
の
あ
る
オ
ス
の
前
頭
前
野
で

と
く
に
増
え
て
い
た
そ
う
で
す
。
育
児
行
動
は
つ
ね
に
予
測

を
必
要
と
す
る
知
的
活
動
で
す
。
迅
速
に
子
ど
も
に
対
応
す

る
た
め
、
次
に
必
要
な
行
動
の
展
開
を
予
測
し
な
が
ら
、
ど

う
対
応
す
べ
き
か
を
瞬
時
に
意
思
決
定
し
て
い
る
の
で
す
。

　

二
〇
一
四
年
に
は
、
ヒ
ト
で
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
用
い
て
同
様
の

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
父
親
と
母
親
で
、
育

児
中
に
活
性
化
す
る
脳
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
異
な
る
と
い
う

興
味
深
い
結
果
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
内
で
自
分

の
子
ど
も
の
不
快
な
表
情
を
呈
示
し
た
と
き
、
脳
が
ど
の
よ

う
に
活
動
し
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
る
と
、
母
親
は
父
親
に

比
べ
て
情
動
報
酬
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
き
く
賦
活
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
扁
桃
体
、
島
皮
質
、
Ｖ
Ｔ
Ａ
、

腹
側
被
蓋
野
な
ど
で
す
ね
。そ
れ
に
対
し
て
父
親
の
ほ
う
は
、

前
頭
前
野
の
活
動
が
と
く
に
高
ま
る
の
だ
そ
う
で
す
。
前
頭

前
野
の
活
動
は
、
い
わ
ゆ
る
心
の
理
論
、
相
手
の
心
を
自
分

の
心
と
分
離
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
た
り
、
理
解
し
た
り
す
る
機

能
に
関
与
し
て
い
ま
す
が
、
父
親
と
母
親
と
で
育
児
に
関
与

す
る
脳
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
異
な
る
こ
と
は
、
両
者
の
育
児

に
お
け
る
役
割
が
生
物
学
的
に
異
な
る
可
能
性
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

で
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
対
応
の
敏
感
性
に
は
、
ど
の
程

度
の
個
人
差
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。私
た
ち
は
、モ
ー
シ
ョ

ン
・
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
（
リ
ア
ル
な
人
や
物
体
の
動
き
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
、
記
録
す
る
技
術
）
を
用
い
て
親
子
の
イ
ン
タ
ラ

ク
シ
ョ
ン
時
の
運
動
軌
跡
を
数
値
化
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し

た
問
い
に
答
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
（
図
７
）。
こ
の
お
母

さ
ん
、
赤
ち
ゃ
ん
に
あ
ま
り
働
き
か
け
な
い
ね
、
う
つ
状
態

か
な
、
と
い
っ
た
気
づ
き
は
、
精
神
科
医
や
現
場
の
発
達
の

専
門
家
の
方
が
診
ら
れ
た
ら
す
ぐ
に
わ
か
る
の
で
し
ょ
う

が
、
私
は
、
こ
う
し
た
簡
便
に
測
れ
る
計
測
シ
ス
テ
ム
を
現

場
に
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
日
本
が
誇

る
乳
幼
児
健
診
の
場
な
ど
、
臨
床
場
面
に
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
主
観
に
頼
ら
ず
に
親
の
ス
ト
レ
ス
を
検
出
す
る
。
同
時

に
、
子
ど
も
の
側
が
抱
え
る
問
題
を
で
き
る
だ
け
す
く
い
上

げ
た
い
。
基
礎
研
究
の
成
果
を
実
際
に
社
会
実
装
す
る
（
人

間
や
社
会
の
た
め
の
科
学
技
術
）
具
体
的
試
み
、
で
す
ね
。

科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
く
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
育
児
特
性

の
理
解
に
ね
ざ
し
た
、
真
の
育
児
支
援
を
実
現
す
る
た
め
の

社
会
実
装
で
す
。

　

世
の
中
に
は
、
一
見
ふ
つ
う
に
見
え
て
も
、
育
児
ス
ト
レ

ス
に
さ
い
な
ま
れ
、
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
親
御
さ
ん
が
想
像

を
こ
え
る
ほ
ど
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
科
学
的
根
拠
に

基
づ
き
子
育
て
を
理
解
す
る
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
で
す
べ

て
が
解
決
で
き
る
わ
け
は
な
い
の
で
す
が
、
正
し
い
ヒ
ト
の

子
育
て
の
理
解
の
う
え
で
、
困
り
事
の
あ
る
親
御
さ
ん
に
ど

う
サ
ポ
ー
ト
し
た
ら
い
い
の
か
を
、
基
礎
研
究
者
と
し
て
責

任
を
も
っ
て
提
言
す
る
。
こ
れ
が
、
私
た
ち
認
知
科
学
者
の

果
た
す
べ
き
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
子
ど
も
は
、
母
親
か
ら
心
身
と
も
に
自

立
す
る
ま
で
、
大
体
六
～
八
年
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
。
チ
ン

パ
ン
ジ
ー
の
母
親
は
、
六
～
八
年
か
け
て
そ
の
子
を
ゆ
っ
く

り
と
時
間
を
か
け
て
育
て
上
げ
て
か
ら
次
子
を
出
産
し
ま

す
。
し
か
し
、
ヒ
ト
は
子
ど
も
が
自
立
す
る
ま
で
十
数
年
か

か
り
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
、三
年
間
隔
で
子
ど
も

を
産
む
身
体
の
準
備
が
整
う
。
こ
の
繁
殖
戦
略
に
は
明
ら
か

に
限
界
が
あ
る
の
で
す
。
母
親
の
側
が
次
の
出
産
に
向
け
た

身
体
の
準
備
は
で
き
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
自
立
に
か
な
り
の

手
間
と
時
間
が
か
か
る
複
数
の
子
ど
も
を
、
母
親
ひ
と
り
で

同
時
に
育
て
て
き
た
と
は
到
底
思
え
ま
せ
ん
。
私
は
、「
共

同
養
育
」
と
い
う
育
児
シ
ス
テ
ム
の
獲
得
が
、
ホ
モ
・
サ
ピ

エ
ン
ス
の
次
世
代
継
承
を
支
え
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ヒ
ト
の
子
育
て
の
正
し
い
理
解
を
目
指
し
て

　

ヒ
ト
は
、
共
同
養
育
の
形
質
を
獲
得
し
て
進
化
し
て
き
た

生
物
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
の
妥
当
性
を
広
く
、
一

般
に
も
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
折
、

第
20
回 

未
来
研
究
会

口の運動と音声の
一致性検出

表情─プロソディの
一致性検出

人と幾何学図形に
対する選好差

視線追従

ブーバ・キキ知覚

バイオロジカル
モーション

感覚統合
社会性注意

図５　「京大式デジタル発達評価」の試み

図６　 子どもを背負って養育するオスのマーモセットの父親 
（撮影：齋藤慈子）

図７　 モーション・キャプチャ技術により親－子の 
インタラクションを計測、評価する
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二
〇
一
六
年
一 

月
三
一 

日
二
一
：
〇
〇
～
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

総
合

で
放
映
さ
れ
た
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

ス
ペ
シ
ャ
ル 

マ
マ
た
ち
が
非
常

事
態
!? 
～
最
新
科
学
で
迫
る
ニ
ッ
ポ
ン
の
子
育
て
～
』
と

い
う
番
組
制
作
に
、
研
究
者
の
立
場
か
ら
関
わ
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
一
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
て
丁
寧
に
議
論
を
尽

く
し
、
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
秀
作
だ
と
思
い
ま
す
。
ヒ
ト
の

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
解
決
策
を
取
り
上
げ
た
番
組
は
、
こ

れ
ま
で
も
多
く
放
映
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
問
題
に
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
本
格
的
に
切
り
込
も
う

と
し
た
番
組
は
、
こ
れ
が
初
め
て
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

放
送
後
の
反
響
は
、
私
た
ち
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る

も
の
で
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や
意
見
、
続
編
の
希
望
が

視
聴
者
か
ら
多
数
寄
せ
ら
れ
、
初
編
放
送
後
わ
ず
か
一
カ
月

足
ら
ず
で
第
二
弾
『
マ
マ
た
ち
が
非
常
事
態
!? 

～
母
と
〝
イ

ク
メ
ン
〟
の
最
新
科
学
（
二
〇
一
六
年
三
月
二
七
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ

総
合 

二
一
：
〇
〇
～
）』
の
制
作
、
放
映
が
決
ま
っ
た
の
で

す
。（
図
８
）

　

こ
う
し
た
展
開
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
始
ま
っ
て
以
来
と

の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
経
験
を
受
け
、
私
は
現
代
の
ヒ
ト
の

育
児
が
い
か
に
危
機
的
状
況
に
陥
っ
て
い
る
か
を
改
め
て
思

い
知
ら
さ
れ
る
と
同
時
に
、
認
知
科
学
、
発
達
科
学
の
研
究

者
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
大
き
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
今
日

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
地
道
な
活
動
を
重
ね
て

い
く
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
真
に
ヒ
ト
が
育
つ
、
と
い

う
こ
と
の
真
実
と
意
義
を
、
こ
れ
か
ら
も
京
都
か
ら
発
信
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

京都大学大学院教育学研究科博士後期課程修了。博士（教育学）。京都大
学霊長類研究所研究員、滋賀県立大学人間文化学部専任講師、京都大学
大学院教育学研究科准教授をへて、現在、京都大学大学院教育学研究科教
授。日本学術会議連携会員。ヒトの心的機能、とくに社会的認知の生物学
的基盤の解明を目指し、京都大学霊長類研究所にて十数年にわたりチンパ
ンジーの認知機能研究に取り組む。その後、ヒト特有の心的機能の個体
発生に研究の重心を移し、胎児期からの認知発達研究に従事、「比較認知
発達科学」という新たな学問分野を創生した。日本語による単著として、

「まねが育むヒトの心」（岩波書店 2012 年）、「心が芽ばえるとき―コミュ
ニケーションの誕生と進化」（NTT 出版 2006 年）、「なぜ「まね」をす
るのか」（河出書房新社 2004 年）など。そのほか関連する近刊解説書と
して、「発達初期の他者理解―行為の理解から心的状態の理解へ」（「精神
医学」2016 年 医学書院）、「発達とミラーニューロン」（「BRAIN and 
NERVE」2014 年 医学書院）、「新生児の発達―運動・感覚」（Journal 
of Clinical Rehabilitation, 2013 年 医歯薬出版）ほか多数。

P R O F I L E

明
和
政
子

M
asako M

yow
a

インフォメーション

編集後記

vol.9
2016. 6

　

機
関
誌
「
ひ
と
・
健
康
・
未
来
」
第
九
号
を
お
届
け
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
財
団
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ
、

特
集
、
未
来
研
究
会
の
報
告
、
コ
ラ
ム
な
ど
に
加
え
、
前

号
か
ら
始
ま
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
号
か
ら
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
を
京
都

市
立
芸
術
大
学
の
院
生
に
協
力
し
て
戴
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

特
集
「
子
ど
も
が
希
望
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
大
人
社

会
の
あ
り
方
が
変
わ
る
こ
と
?!
─
二
十
一
世
紀
の
子
ど
も

の
現
状
と
未
来
を
考
え
る
─
」
は
、
社
会
的
養
護
と
司
法

臨
床
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
子
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
を
高
め
て
い
く
た
め
の
処
方
箋
が
語
ら
れ
て
い
ま

す
。
未
来
研
究
会
の
報
告
で
は
、
子
育
て
に
お
け
る
不
安

や
孤
独
を
霊
長
類
学
、
認
知
心
理
学
、
脳
科
学
等
の
最
先

端
の
研
究
か
ら
解
き
明
か
す
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
報
告
で

す
。
共
同
養
育
と
い
う
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
社
会
変
動
の
な
か
で
困

難
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
事
実
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
わ
が

国
の
臨
床
哲
学
を
牽
引
さ
れ
て
き
た
鷲
田
清
一
先
生
で

す
。
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
学
長
室
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
で
先
生
の

感
性
や
人
柄
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
至
福
の
ひ
と
と
き
で

し
た
。

　

少
し
ず
つ
で
す
が
、
会
員
か
ら
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
反
応
は
、
次
号
以
降
の
企
画
・

編
集
へ
の
励
み
に
も
な
り
ま
す
。
よ
り
よ
い
機
関
誌
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
編
集
委
員
一
同
、
さ
ら
に
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事　

畠
中　

宗
一

　機関誌「ひと・健康・未来」をご覧いただきありがとうございます。
　第９号から表紙のデザインを京都市立芸術大学の大学院生の皆さんに担当していただく
ことになりました。テーマは、その号に掲載している「特集／シンポジウム」です。因み
に今回は、大阪で開催した「子どもが希望を取り戻すためには大人社会のあり方が変わる
こと？！─ 21 世紀の子どもの現状と未来を考える─」をテーマにしています。みなさん
はどう感じられましたか、作者からのコメントも参考に、じっくりご覧ください。尚、監
修は同大学の辰巳明久教授にお願いしています。 事務局

作者からのコメント
　「動物の家も人間の住まいのように多様なこだわりがあるという観点から制作しました。
　これは食べ物を巣に蓄える習性を活かした内装のリスの家です。」
 京都市立芸術大学美術学部 大学院美術研究科　浜岸夏苗さん

教授からのひとこと
　「絵の真ん中にある白い円は、温かい家の外に広がる夢や希望につながる一種の窓を表
していますが、この白い円に何を見出すかは、鑑賞者に委ねられています。」

機関誌の“顔”が変わります！

特 集  ひと・健康・未来シンポジウム 2015 京都

40代からの学び
 社会と家庭のリーダーとして
自分たちのこころとからだを知る
スペシャルインタビュー
お互いを大切にするコミュニケーション
第 18 回 未来研究会

人口減少社会を希望に
 「持続可能な医療」とこれからの日本社会

第 19 回 未来研究会

環境問題の社会・経済性

vol.8
2016.03

ひとの健やかでこころ豊かな未来を実現するために

公益財団法人 ひと・健康・未来研究財団

第 8 号

ひと・健康・未来シンポジウム 2015 名古屋・福岡

特集 	食物アレルギーの最新情報
 ─医師、研究者、栄養士、及び患者の視点から─
第 16 回 未来研究会
イノベーション＝協創＝幸せ
助成研究レポート
線虫による、がんの早期発見
食品の安全性を高めるための有用生物を利用した減農薬技術の開発

vol.7
2015.12

ひとの健やかでこころ豊かな未来を実現するために

公益財団法人 ひと・健康・未来研究財団

第 7 号

ひと・健康・未来シンポジウム 2015 滋賀

長引く痛み、どうすればいいの？
 ─痛み治療の最前線
第 14 回 未来研究会

火山列島日本の未来
第 15 回 未来研究会

薬害事件と日本の医療

vol.6
2015.09

ひとの健やかでこころ豊かな未来を実現するために

公益財団法人 ひと・健康・未来研究財団

『幻の名画─安永八年鹿児島噴火図，桜島大爆発』鹿児島県立図書館　所蔵

第 6 号

会 員 登 録
　会員に登録された方には、機関誌の送付、 
　シンポジウムのご案内をします。
登録をご希望の方は、お名前・ご住所・E メールアド
レスをご記入の上、メールか FAX にてお申込ください。

　　
E-mail ： touroku@jnhf.or.jp
F A X ： 075-212-1854

バックナンバーをご希望の方は、お知らせください。

バックナンバーはホームページからご覧いただけます。

第
20
回 

未
来
研
究
会

図８　 ヒトの子育てを科学的にとらえた成果を社会に発信する 
（NHK ONLINE HP より http://www.nhk.or.jp/special/mama/）

現在、番組は現在 NHK オンデマンドで配信中。
『NHK スペシャル・ママたちが非常事態 !? ～最新科学で迫るニッポンの子育て～』
　http://www.nhk.or.jp/special/mama/qa.html

『ママたちが非常事態 !? ～母と“イクメン”の最新科学』
　http://www.nhk.or.jp/special/mama/qa2.html


